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11
月
に
議
会
内
で
役
職
の

改
選
が
あ
り
、
今
年
１
年
間

新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
議
会
広
報

に
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す

る
」
を
頭
に
お
き
つ
つ
、「
正

確
に
お
伝
え
し
よ
う
」
と
す

る
と
説
明
が
長
く
な
っ
て
し
ま

う
の
が
悩
み
の
種
で
す
。
時

に
は
説
明
の
「
断
・
捨
・
離
」

も
必
要
な
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、

そ
の
た
め
に
は
必
要
な
も
の
を

的
確
に
見
極
め
る
力
が
必
要

で
す
。
１
年
間
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
い
う
訳
で
は
な

い
の
で
す
が
、
こ
の
編
集
後
記

を
短
め
に
し
て
、
上
の
議
会

日
程
・
ク
イ
ズ
の
欄
を
広
く

と
っ
て
見
や
す
く
し
て
み
ま
し

た
。
ク
イ
ズへ
の
応
募
（
議
会

へ
の
ご
意
見
を
添
え
て
！
）
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
藤
尾　

潔
）

　

11
月
に
議
会
内
で
役
職
の

改
選
が
あ
り
、
今
年
１
年
間

新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
議
会
広
報

に
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す

る
」
を
頭
に
お
き
つ
つ
、「
正

確
に
お
伝
え
し
よ
う
」
と
す

る
と
説
明
が
長
く
な
っ
て
し
ま

う
の
が
悩
み
の
種
で
す
。
時

に
は
説
明
の
「
断
・
捨
・
離
」

も
必
要
な
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、

そ
の
た
め
に
は
必
要
な
も
の
を

的
確
に
見
極
め
る
力
が
必
要

で
す
。
１
年
間
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
い
う
訳
で
は
な

い
の
で
す
が
、
こ
の
編
集
後
記

を
短
め
に
し
て
、
上
の
議
会

日
程
・
ク
イ
ズ
の
欄
を
広
く

と
っ
て
見
や
す
く
し
て
み
ま
し

た
。
ク
イ
ズへ
の
応
募
（
議
会

へ
の
ご
意
見
を
添
え
て
！
）
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
藤
尾　

潔
）
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2月臨時会・3月定例会 KCVにて生放送、録画放送を行います　ぜひご覧ください

2月8日臨時会があります

マ は…「子育て支援」」」」
しろこどものいえで

聞きました

「子育て支援」」テー

やや
ーマ

ュ
ー
ュ
ー
ュ
ー

発
行 

 

加
東

編
集

議
会

福田地区に自主運行バス導入で
市内□箇所になります。

に入る数字は？□ク イ ズ

応募方法

6 7 3 1 4 9 3

加
東
市
社
50

加
東
市
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　

Ｑ
＆
Ａ
係

6 はがきに、
①クイズの答え
②市議会だよりや、
　市議会へのご意見
③住所・氏名
①②③をお書きの上、
応募先までお送り
ください。

２月１９日必着

３月定例会
の予定

上記の日程は変更になる場合があります。
最新情報は、ホームページでご確認ください。
　　　　　　ホームページはこちらから

日 月 火 水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

２人のお子さんと来館中のママ

30代女性

30代女性

お孫さんと遊びの広場に参加中

30代女性

30代女性

30代男性/20代女性

加東市の児童館は、
子どもが喜ぶ催しが多く、
スタッフの方も、子どもを
気にかけてくれたり、気軽に
声をかけてもらえて、
子育てを助けてもらって

います。

男性が子育ての知識を
つける機会が必要だと思います。
二人三脚で子育てをしていくに
は、ママと同等のスキルが
求められるのでは？

子どもと
一緒に行ける
お店が
少ない。

医療費
など子育て
支援を近隣市
で統一して
ほしい。

社協さんで
登録できる

個人ボランティア
で助け合っては？
ボランティア

センターのサポート
をする位置づけで、
新しい情報も
支援のヒント
になるかも。

赤ちゃんから大人まで、
各年齢別に使える施設があると

いいな！

待機
児童が多い
イメージです。
希望する園
に入れない
子が多い
のでは？

遊ぶ場所
が充実して
いる。子育て
支援には満足
しています。

子ども
が具合悪く
なったときに、
夜間救急や休日
救急の受け入れが
遠くで困り
ました。

1
９時３０分
定例会
（初日）

2
９時３０分
総務文教
常任委員会

3
９時３０分
産業厚生
常任委員会

4

委員会
予備日

5

8 9 10 11
９時３０分
予算特別
委員会

12
９時３０分
予算特別
委員会

15
９時３０分
予算特別
委員会

16 17
９時３０分
定例会
（一般質問）

18
９時３０分
定例会
（一般質問）

19

22 23 24
９時３０分
定例会
（最終日）

25 26

29 ３０ 31

～幻想的な自然の絶景～～幻想的な自然の絶景～
播磨平野の街並みが今まさに雲海に包まれる
前日との寒暖差が大きいときに発生しやすい雲海
加東市の雲海スポットにぜひ一度お出掛けください
【五峰山光明寺駐車場から撮影】

播磨平野の街並みが今まさに雲海に包まれる
前日との寒暖差が大きいときに発生しやすい雲海
加東市の雲海スポットにぜひ一度お出掛けください
【五峰山光明寺駐車場から撮影】

　市民の皆様から、かとう市議会だよりへのご意見を
聴かせていただくためクイズ＆アンケートを行います。
　クイズに正解し、かつ、ご意見を書いていただい
た方から抽選で5名様に、加東市カード会加盟店で
使える１,０００円分の商品券を差し上げますので、
奮ってご応募ください。なお、当選者の発表は商品
券の発送をもってかえさせていただきます。 
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12 月 定 例 会

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

【
問
】
公
共
交
通
対
策
事
業
の

目
的
や
金
額
の
根
拠
は
。

【
答
】
コ
ロ
ナ
禍
で
も
減
便
せ

ず
運
行
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

路
線
バ
ス
事
業
者
へ
の
補
助
で

あ
る
。
金
額
は
兵
庫
県
の
方
式

に
よ
り
積
算
し
た
。

【
問
】
高
速
バ
ス
も
利
用
者
が

減
っ
て
い
る
と
思
う
が
対
象
に

な
る
の
か
。

【
答
】
県
の
方
針
で
、
県
境
を

ま
た
ぐ
バ
ス
は
対
象
に
な
ら
な

い
。

【
問
】
中
央
図
書
館
の
ト
イ
レ

の
改
修
に
着
手
す
る
の
は
良
い

こ
と
と
考
え
る
が
、
単
な
る
洋

式
化
で
な
く
快
適
に
過
ご
せ
る

ト
イ
レ
と
い
う
観
点
を
持
っ
て

欲
し
い
。

【
答
】
予
算
の
範
囲
内
で
で
き

る
部
分
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
新
生
児
臨
時
特
別
給
付

金
給
付
事
業
で
新
生
児
に
10
万

円
を
支
給
す
る
際
、
妊
産
婦
へ

の
臨
時
特
別
給
付
金
５
万
円
を

受
け
取
ら
れ
た
方
か
ら
差
し
引

く
必
要
は
な
い
の
で
は
。

【
答
】
合
計
支
給
額
が
10
万
円

で
公
平
と
な
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

【
問
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業

と
は
。

【
答
】
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
備
え
、

あ
ら
か
じ
め
シ
ス
テ
ム
改
修
・

ク
ー
ポ
ン
券
発
送
の
準
備
な
ど

を
進
め
て
お
く
事
業
で
あ
る
。

【
問
】
他
の
施
設
や
民
間
の
医

療
機
関
に
対
し
て
行
っ
て
い
な

い
、
コ
ロ
ナ
で
の
減
収
の
補
て

ん
を
市
民
病
院
に
限
っ
て
行
う

理
由
は
。

【
答
】
世
間
一
般
で
も
受
診
や

検
診
を
控
え
る
傾
向
が
あ
り
、

収
益
が
悪
化
し
て
い
る
状
態
だ

っ
た
の
で
加
東
市
の
病
院
と
し

て
医
療
体
制
を
守
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
補
助
す
べ
き
で
あ

ろ
う
と
い
う
考
え
に
至
っ
た
。

反
対
討
論

民
間
医
療
機
関
含
め
、
他
で
は

行
っ
て
い
な
い
減
収
の
直
接
補

て
ん
を
、
市
民
病
院
に
だ
け
行

う
の
は
お
か
し
い
の
で
反
対
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
（
藤
尾
）

賛
成
討
論

病
院
は
経
営
努
力
を
さ
れ
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
で
の
患
者
減
は
致

し
方
な
い
の
で
賛
成
す
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
畑
）

　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

条
例
改
正

下
水
道
条
例
等
の
一
部
改
正

効
率
的
な
下
水
道
事
業
の
運
営

を
図
る
た
め
、
農
業
集
落
排
水

事
業
等
で
整
備
し
た
下
水
道
を

公
共
下
水
道
に
接
続
・
整
備
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益

者
負
担
金
条
例
の
一
部
改
正

農
業
集
落
排
水
施
設
等
の
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
に
と
も
な

い
、
市
内
で
異
な
っ
て
い
た
受

益
者
負
担
金
と
分
担
金
を
統
一

し
よ
う
と
す
る
も
の
。（
５
５

０
円
／
㎡
）

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

　

11
月
臨
時
会
を
11
月
5
日（
会
期
1
日
）、12
月
定
例
会
を
11
月
30
日（
会
期
25
日
間
）に
開
会
し
、提
案
さ
れ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
対
応
す
る
令
和
2
年
度
各
会
計
補
正
予
算
や
条
例
制
定
・
改
正
を
原
案

通
り
可
決
し
た
。
ま
た
12
月
定
例
会
第
2
日
の
一
般
質
問
で
は
、11
名
の
議
員
が
市
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

※その他の議案は全て全会一致で可決した。　

12月定例会　議決結果一覧 ○・・・賛成　×・・・反対
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介
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議決結果
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可決（賛成14　反対1）

可決（賛成14　反対1）

可決（賛成10　反対5）

可決（賛成13　反対2）

（賛否の分かれたもの）

11
月
臨
時
会

12
月
定
例
会

議
長

11月臨時会・12月定例会
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
制
定

滝
野
文
化
会
館
を
、
令
和
３
年

４
月
１
日
以
降
、
文
化
会
館
か

ら
生
涯
学
習
施
設
と
し
て
供
用

開
始
す
る
た
め
に
制
定
す
る
。

【
問
】
今
ま
で
は
制
限
の
な
か

っ
た
営
利
目
的
の
事
業
、
実
費

相
当
額
を
上
回
る
入
場
料
を
徴

収
す
る
場
合
、
政
党
や
宗
教
の

勧
誘
活
動
を
行
う
場
合
、
使
用

が
許
可
さ
れ
な
く
な
る
。
そ
の

理
由
は
。

【
答
】
市
が
直
接
運
営
す
る
生

涯
学
習
施
設
と
し
て
の
性
格
を

考
え
た
。

【
問
】
政
治
や
宗
教
の
勧
誘
活

動
の
有
無
な
ど
は
わ
か
る
の
か
。

【
答
】
不
特
定
多
数
の
方
を
対

象
に
す
る
か
ど
う
か
な
ど
、
利

用
申
込
の
際
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
な
が
ら
運
用
す
る
。

【
問
】
い
ま
ま
で
加
東
文
化
振

興
財
団
が
管
理
し
て
い
た
が
、

今
後
は
ど
の
部
署
が
管
理
す
る

の
か
。
ま
た
、
運
用
の
状
況
は
。

【
答
】
滝
野
公
民
館
で
運
営
す

る
形
を
考
え
て
い
る
。
今
ま
で

も
音
響
や
照
明
に
つ
い
て
は
、

専
門
の
業
者
に
委
託
し
て
運
営

し
て
お
り
、
そ
の
点
で
変
わ
る

こ
と
は
な
い
。

（
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付

託
↓
P4
）

反
対
討
論

現
状
よ
り
厳
し
い
利
用
制
限
を

か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
使
用
で
き
て
い
た
ホ
ー
ル
で

の
２
行
事
・
会
議
室
で
の
17
行

事
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
全

く
市
民
の
利
益
に
つ
な
が
ら
な

い
。
ま
た
、
政
党
の
勧
誘
活
動

な
ど
に
つ
い
て
も
、「
勧
誘
を

伴
わ
な
い
後
援
会
活
動
」
な
ど

は
現
実
的
で
は
な
く
、
運
用
が

極
め
て
困
難
で
あ
る
の
で
反
対

す
る
。　
　
　
　
　
　
（
大
畑
）

賛
成
討
論

社
会
教
育
法
の
趣
旨
に
の
っ
と

っ
た
適
切
な
運
用
を
期
待
し
賛

成
す
る
。　
　
　
　
　
（
髙
瀬
）

賛
成
多
数
で
採
択

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定（
加
東
ア
ー
ト
館
）

【
問
】
赤
字
に
な
ら
な
い
よ
う

収
支
計
画
な
ど
を
し
っ
か
り
審

査
し
た
の
か
。

【
答
】
審
査
会
で
収
支
計
画
も

含
め
て
審
査
し
た
。

（
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に
付

託
↓
P7
）

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

土
地
取
得
の
件

Ｂ
ｉ
о
南
側
に
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
等
を
整
備
す
る
た
め
、
土
地

を
購
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

◇
地
積　
　
５
１
４
２
．６
９
㎡

◇
取
得
予
定
金
額

　
　

９
２
３
０
万
９
０
５
８
円

反
対
討
論

タ
ク
シ
ー
の
利
用
も
な
い
中
、

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
不
必
要
で

あ
り
、
取
得
の
意
味
が
な
い
た

め
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
原
）

賛
成
多
数
で
可
決

議
会
諮
問
第
２
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦

片
岡　

靜
代
氏
（
厚
利
）

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

主な事業

公共交通対策事業（路線バス補助）150万円
市職員のテレワーク環境整備802万円
新生児臨時特別給付金給付事業（令和3年3月31日まで出生の場合
10万円給付）2510万4千円、中央図書館トイレ改修（設計）120万円

介護施設等の新型コロナウイルス感染拡大防止対策支援194万9千円
病院事業会計への補助１億3856万4千円
新型コロナウイルスワクチン接種体制確保1054万5千円
滝野東小学校外壁改修2611万4千円

11月臨時会・12月定例会での一般会計補正予算表　　　　　　　　　　　　　　　

１１月臨時会

１２月定例会

一般会計補正予算
（第７号）

一般会計補正予算
（第８号）

コロナ対策を引き続き強化コロナ対策を引き続き強化
～加東市民病院経営支援・新生児給付金・公共交通対策～

体
育
施
設
条
例
の
一
部
改
正

社
第
一
体
育
館
、
社
武
道
館
、

滝
野
体
育
セ
ン
タ
ー
、
滝
野
総

合
公
園
体
育
館（
ス
カ
イ
ピ
ア
）

に
空
調
機
器
を
整
備
す
る
こ
と

に
と
も
な
い
、
１
台
・
１
時
間

当
た
り
６
５
０
円
の
料
金
を
徴

収
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

【
問
】
1
台
当
た
り
６
５
０
円

と
の
こ
と
だ
が
、
各
施
設
に
は

何
台
空
調
機
器
が
設
置
さ
れ
る

の
か
。

【
答
】
総
合
公
園
体
育
館
（
ス

カ
イ
ピ
ア
）
は
４
台
、
滝
野
体

育
セ
ン
タ
ー
は
３
台
、
社
第
一

体
育
館
と
社
武
道
館
は
２
台
と

な
る
予
定
で
あ
る
。

（
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付

託
↓
P4
）

全
会
一
致
で
可
決

滝
野
文
化
会
館
を
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

体
育
館（
社
会
教
育
施
設
）に
空
調
を
設
置

か
た
お
か　
　

し
ず
よ

スカイピア



２３ かとう 市議会だより Ｎｏ.56 かとう 市議会だより Ｎｏ.56

12 月 定 例 会

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

【
問
】
公
共
交
通
対
策
事
業
の

目
的
や
金
額
の
根
拠
は
。

【
答
】
コ
ロ
ナ
禍
で
も
減
便
せ

ず
運
行
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

路
線
バ
ス
事
業
者
へ
の
補
助
で

あ
る
。
金
額
は
兵
庫
県
の
方
式

に
よ
り
積
算
し
た
。

【
問
】
高
速
バ
ス
も
利
用
者
が

減
っ
て
い
る
と
思
う
が
対
象
に

な
る
の
か
。

【
答
】
県
の
方
針
で
、
県
境
を

ま
た
ぐ
バ
ス
は
対
象
に
な
ら
な

い
。

【
問
】
中
央
図
書
館
の
ト
イ
レ

の
改
修
に
着
手
す
る
の
は
良
い

こ
と
と
考
え
る
が
、
単
な
る
洋

式
化
で
な
く
快
適
に
過
ご
せ
る

ト
イ
レ
と
い
う
観
点
を
持
っ
て

欲
し
い
。

【
答
】
予
算
の
範
囲
内
で
で
き

る
部
分
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
新
生
児
臨
時
特
別
給
付

金
給
付
事
業
で
新
生
児
に
10
万

円
を
支
給
す
る
際
、
妊
産
婦
へ

の
臨
時
特
別
給
付
金
５
万
円
を

受
け
取
ら
れ
た
方
か
ら
差
し
引

く
必
要
は
な
い
の
で
は
。

【
答
】
合
計
支
給
額
が
10
万
円

で
公
平
と
な
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

【
問
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業

と
は
。

【
答
】
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
備
え
、

あ
ら
か
じ
め
シ
ス
テ
ム
改
修
・

ク
ー
ポ
ン
券
発
送
の
準
備
な
ど

を
進
め
て
お
く
事
業
で
あ
る
。

【
問
】
他
の
施
設
や
民
間
の
医

療
機
関
に
対
し
て
行
っ
て
い
な

い
、
コ
ロ
ナ
で
の
減
収
の
補
て

ん
を
市
民
病
院
に
限
っ
て
行
う

理
由
は
。

【
答
】
世
間
一
般
で
も
受
診
や

検
診
を
控
え
る
傾
向
が
あ
り
、

収
益
が
悪
化
し
て
い
る
状
態
だ

っ
た
の
で
加
東
市
の
病
院
と
し

て
医
療
体
制
を
守
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
補
助
す
べ
き
で
あ

ろ
う
と
い
う
考
え
に
至
っ
た
。

反
対
討
論

民
間
医
療
機
関
含
め
、
他
で
は

行
っ
て
い
な
い
減
収
の
直
接
補

て
ん
を
、
市
民
病
院
に
だ
け
行

う
の
は
お
か
し
い
の
で
反
対
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
（
藤
尾
）

賛
成
討
論

病
院
は
経
営
努
力
を
さ
れ
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
で
の
患
者
減
は
致

し
方
な
い
の
で
賛
成
す
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
畑
）

　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

条
例
改
正

下
水
道
条
例
等
の
一
部
改
正

効
率
的
な
下
水
道
事
業
の
運
営

を
図
る
た
め
、
農
業
集
落
排
水

事
業
等
で
整
備
し
た
下
水
道
を

公
共
下
水
道
に
接
続
・
整
備
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益

者
負
担
金
条
例
の
一
部
改
正

農
業
集
落
排
水
施
設
等
の
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
に
と
も
な

い
、
市
内
で
異
な
っ
て
い
た
受

益
者
負
担
金
と
分
担
金
を
統
一

し
よ
う
と
す
る
も
の
。（
５
５

０
円
／
㎡
）

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

　

11
月
臨
時
会
を
11
月
5
日（
会
期
1
日
）、12
月
定
例
会
を
11
月
30
日（
会
期
25
日
間
）に
開
会
し
、提
案
さ
れ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
対
応
す
る
令
和
2
年
度
各
会
計
補
正
予
算
や
条
例
制
定
・
改
正
を
原
案

通
り
可
決
し
た
。
ま
た
12
月
定
例
会
第
2
日
の
一
般
質
問
で
は
、11
名
の
議
員
が
市
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

※その他の議案は全て全会一致で可決した。　

12月定例会　議決結果一覧 ○・・・賛成　×・・・反対

議案番号 議　案　名

北
原

豊

別
府
み
ど
り

鷹
尾

直
人

廣
畑

貞
一

古
跡

和
夫

大
畑
一
千
代

髙
瀬

俊
介

長
谷
川
幹
雄

石
井

雅
彦

岸
本
眞
知
子

小
川

忠
市

小
紫

泰
良

藤
尾

潔

桑
村

繁
則

山
本

通
廣

井
上

茂
和

議決結果

第74号

第78号

第87号

第99号

令和２年度一般会計補正予算（第8号）

令和２年度病院事業会計補正予算（第４号）

地域交流センター条例制定

土地取得の件

〇

〇

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

可決（賛成14　反対1）

可決（賛成14　反対1）

可決（賛成10　反対5）

可決（賛成13　反対2）

（賛否の分かれたもの）

11
月
臨
時
会

12
月
定
例
会

議
長

11月臨時会・12月定例会
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
制
定

滝
野
文
化
会
館
を
、
令
和
３
年

４
月
１
日
以
降
、
文
化
会
館
か

ら
生
涯
学
習
施
設
と
し
て
供
用

開
始
す
る
た
め
に
制
定
す
る
。

【
問
】
今
ま
で
は
制
限
の
な
か

っ
た
営
利
目
的
の
事
業
、
実
費

相
当
額
を
上
回
る
入
場
料
を
徴

収
す
る
場
合
、
政
党
や
宗
教
の

勧
誘
活
動
を
行
う
場
合
、
使
用

が
許
可
さ
れ
な
く
な
る
。
そ
の

理
由
は
。

【
答
】
市
が
直
接
運
営
す
る
生

涯
学
習
施
設
と
し
て
の
性
格
を

考
え
た
。

【
問
】
政
治
や
宗
教
の
勧
誘
活

動
の
有
無
な
ど
は
わ
か
る
の
か
。

【
答
】
不
特
定
多
数
の
方
を
対

象
に
す
る
か
ど
う
か
な
ど
、
利

用
申
込
の
際
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
な
が
ら
運
用
す
る
。

【
問
】
い
ま
ま
で
加
東
文
化
振

興
財
団
が
管
理
し
て
い
た
が
、

今
後
は
ど
の
部
署
が
管
理
す
る

の
か
。
ま
た
、
運
用
の
状
況
は
。

【
答
】
滝
野
公
民
館
で
運
営
す

る
形
を
考
え
て
い
る
。
今
ま
で

も
音
響
や
照
明
に
つ
い
て
は
、

専
門
の
業
者
に
委
託
し
て
運
営

し
て
お
り
、
そ
の
点
で
変
わ
る

こ
と
は
な
い
。

（
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付

託
↓
P4
）

反
対
討
論

現
状
よ
り
厳
し
い
利
用
制
限
を

か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
使
用
で
き
て
い
た
ホ
ー
ル
で

の
２
行
事
・
会
議
室
で
の
17
行

事
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
全

く
市
民
の
利
益
に
つ
な
が
ら
な

い
。
ま
た
、
政
党
の
勧
誘
活
動

な
ど
に
つ
い
て
も
、「
勧
誘
を

伴
わ
な
い
後
援
会
活
動
」
な
ど

は
現
実
的
で
は
な
く
、
運
用
が

極
め
て
困
難
で
あ
る
の
で
反
対

す
る
。　
　
　
　
　
　
（
大
畑
）

賛
成
討
論

社
会
教
育
法
の
趣
旨
に
の
っ
と

っ
た
適
切
な
運
用
を
期
待
し
賛

成
す
る
。　
　
　
　
　
（
髙
瀬
）

賛
成
多
数
で
採
択

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定（
加
東
ア
ー
ト
館
）

【
問
】
赤
字
に
な
ら
な
い
よ
う

収
支
計
画
な
ど
を
し
っ
か
り
審

査
し
た
の
か
。

【
答
】
審
査
会
で
収
支
計
画
も

含
め
て
審
査
し
た
。

（
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に
付

託
↓
P7
）

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

土
地
取
得
の
件

Ｂ
ｉ
о
南
側
に
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
等
を
整
備
す
る
た
め
、
土
地

を
購
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

◇
地
積　
　
５
１
４
２
．６
９
㎡

◇
取
得
予
定
金
額

　
　

９
２
３
０
万
９
０
５
８
円

反
対
討
論

タ
ク
シ
ー
の
利
用
も
な
い
中
、

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
不
必
要
で

あ
り
、
取
得
の
意
味
が
な
い
た

め
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
原
）

賛
成
多
数
で
可
決

議
会
諮
問
第
２
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦

片
岡　

靜
代
氏
（
厚
利
）

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

主な事業

公共交通対策事業（路線バス補助）150万円
市職員のテレワーク環境整備802万円
新生児臨時特別給付金給付事業（令和3年3月31日まで出生の場合
10万円給付）2510万4千円、中央図書館トイレ改修（設計）120万円

介護施設等の新型コロナウイルス感染拡大防止対策支援194万9千円
病院事業会計への補助１億3856万4千円
新型コロナウイルスワクチン接種体制確保1054万5千円
滝野東小学校外壁改修2611万4千円

11月臨時会・12月定例会での一般会計補正予算表　　　　　　　　　　　　　　　

１１月臨時会

１２月定例会

一般会計補正予算
（第７号）

一般会計補正予算
（第８号）

コロナ対策を引き続き強化コロナ対策を引き続き強化
～加東市民病院経営支援・新生児給付金・公共交通対策～

体
育
施
設
条
例
の
一
部
改
正

社
第
一
体
育
館
、
社
武
道
館
、

滝
野
体
育
セ
ン
タ
ー
、
滝
野
総

合
公
園
体
育
館（
ス
カ
イ
ピ
ア
）

に
空
調
機
器
を
整
備
す
る
こ
と

に
と
も
な
い
、
１
台
・
１
時
間

当
た
り
６
５
０
円
の
料
金
を
徴

収
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

【
問
】
1
台
当
た
り
６
５
０
円

と
の
こ
と
だ
が
、
各
施
設
に
は

何
台
空
調
機
器
が
設
置
さ
れ
る

の
か
。

【
答
】
総
合
公
園
体
育
館
（
ス

カ
イ
ピ
ア
）
は
４
台
、
滝
野
体

育
セ
ン
タ
ー
は
３
台
、
社
第
一

体
育
館
と
社
武
道
館
は
２
台
と

な
る
予
定
で
あ
る
。

（
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付

託
↓
P4
）

全
会
一
致
で
可
決

滝
野
文
化
会
館
を
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

体
育
館（
社
会
教
育
施
設
）に
空
調
を
設
置

か
た
お
か　
　

し
ず
よ

スカイピア



４５ かとう 市議会だより Ｎｏ.56 かとう 市議会だより Ｎｏ.56

〔
趣
旨
〕
将
来
的
な
財
政
負
担

を
抑
え
つ
つ
、
安
全
で
利
用
し

や
す
い
施
設
へ
と
再
編
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

① 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
の

確
保

② 

防
災
機
能
の
確
保

③ 

教
育
・
公
共
目
的
で
の
活
用

以
上
の
３
点
か
ら
検
討
し
、
地

域
と
協
議
し
て
い
く
。

【
問
】
閉
校
後
の
活
用
検
討
委

員
会
は
何
回
開
催
し
た
の
か
。

【
答
】
３
回
行
っ
た
。

【
問
】
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
浸

水
想
定
地
域
で
あ
る
こ
と
を
委

員
会
で
説
明
し
て
い
る
の
か
。

【
答
】
説
明
し
て
い
る
。

【
問
】
東
条
西
小
学
校
校
舎
跡

地
利
用
は
福
祉
団
体
と
な
っ
て

い
る
が
。

【
答
】
社
会
福
祉
法
人
も
含
め

て
、
で
き
る
だ
け
地
元
と
市
内

の
団
体
を
考
え
て
い
る
。

【
問
】
避
難
所
な
ど
も
変
更
と

な
る
が
、
防
災
課
と
の
協
議
は

さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
答
】
協
議
済
で
あ
る
。

東
条
地
域
の
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
の
運
営
に
つ
い
て

【
運
営
方
法
】
東
条
東
小
学
校

区
、
東
条
西
小
学
校
区
を
合
わ

せ
、
１
か
所
で
実
施
。

【
実
施
場
所
】
現
東
条
東
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
「
東
条
東
げ
ん

き
ク
ラ
ブ
」
及
び
東
条
東
小
学

校
体
育
館
を
利
用
し
て
実
施
。

な
お
、
東
条
学
園
整
備
後
は
、

東
条
東
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

「
東
条
東
げ
ん
き
ク
ラ
ブ
」
及

び
現
東
条
東
小
学
校
の
教
室
を

利
用
。

【
問
】
東
条
学
園
で
ア
フ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
を
行
え
な
い
か
。

【
答
】
東
条
学
園
は
教
育
施
設

優
先
と
考
え
て
い
る
。

窓
口
手
数
料
等
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
に

つ
い
て

〔
内
容
〕
市
税
及
び
国
民
健
康

保
険
税
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決

済
に
加
え
、
手
数
料
及
び
使
用

料
等
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
導
入
。

◇
対
象　

住
民
票
等
手
数
料
、

公
民
館
・
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン

ド
ほ
か
使
用
料
等

◇
利
用
開
始
時
期　

　

令
和
３
年
度
前
半

【
問
】
近
隣
市
で
導
入
し
て
い

る
自
治
体
は
あ
る
の
か
。

【
答
】
近
隣
市
で
は
な
い
。

【
問
】W

A
O
N

の
導
入
は
。

【
答
】
今
回
の
端
末
機
と
別
種

類
の
端
末
機
と
な
り
、
導
入
費

用
が
高
く
、
決
済
手
数
料
も
上

が
る
の
で
見
送
っ
た
。

将
来
に
お
け
る
小
野
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
焼
却
施
設

廃
炉
費
用
の
負
担
に
つ
い

て〔内
容
〕
小
野
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
、
１
９
８
９
年
（
平
成

元
年
）か
ら
稼
働
し
て
い
る
が
、

建
物
の
耐
用
年
数
は
50
年
、
か

つ
、
地
元
小
野
市
天
神
町
と
の

協
議
で
施
設
の
設
置
期
間
が
２

０
３
９
年
（
令
和
21
年
）
ま
で

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
大
規
模

な
機
械
設
備
の
更
新
時
期
が
約

10
年
後
に
迫
る
中
、
新
た
な
施

設
の
建
設
に
向
け
、
具
体
的
な

検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

構
成
市
（
加
東
市
・
小
野
市
・

加
西
市
）
の
現
施
設
廃
炉
費
用

負
担
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

【
案
１
】
開
設
時
か
ら
撤
去
時

ま
で
の
ご
み
搬
入
量
で
按
分

【
案
２
】
初
期
費
用
及
び
そ
の

後
の
資
本
的
支
出
額
（
修
繕
等

全
額
計
上
）
で
按
分

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
（
や
し
ろ
国
際
学

習
塾
）

◆
指
定
管
理
者
名

　

公
益
財
団
法
人
加
東
文
化
振

興
財
団

◆
指
定
期
間

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

【
問
】
選
定
に
あ
た
っ
て
の
合

格
最
低
点
は
。

【
答
】
７
０
０
点
満
点
の
４
２

０
点
で
あ
る
。
な
お
、
加
東
文

化
振
興
財
団
は
６
５
０
点
で
あ

る
。

　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

 

付
託
議
案
審
査

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例

制
定

【
制
定
理
由
】
令
和
３
年
４
月

１
日
か
ら
、
加
東
市
滝
野
文
化

会
館
を
生
涯
学
習
施
設
と
し
て

供
用
開
始
す
る
た
め
。

【
問
】
政
党
又
は
宗
教
の
勧
誘

活
動
を
行
う
と
き
の
判
断
基
準

が
難
し
い
の
で
は
。

【
答
】
難
し
い
が
、
一
律
的
に

除
外
す
る
の
は
本
来
の
趣
旨
か

ら
は
反
す
る
と
考
え
る
。

賛
成
討
論　

施
設
の
使
用
を
許

可
し
な
い
文
言
の
一
部
が
あ
い

ま
い
で
あ
る
が
運
用
基
準
等
で

明
確
に
す
る
こ
と
を
期
待
し
賛

成
す
る
。　
　
　
　
　
（
髙
瀬
）

　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

体
育
施
設
条
例
の
一
部
改

正【改
正
理
由
】
社
第
一
体
育
館
、

社
武
道
館
、
滝
野
体
育
セ
ン
タ

ー
及
び
滝
野
総
合
公
園
体
育
館

の
空
調
機
器
整
備
に
伴
い
、
冷

房
使
用
料
を
、
１
台
当
た
り
１

時
間
６
５
０
円
と
定
め
る
た
め
。

【
問
】
使
用
料
が
高
い
の
で
は
。

【
答
】
電
気
、
ガ
ス
使
用
料
金

の
実
費
相
当
で
あ
り
、
近
隣
市

よ
り
安
い
料
金
設
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

総務文教常任委員会

その他の
　所管事務調査項目
●第３期加東市教育振興
　基本計画
●バスターミナル整備事
　業の進捗状況
●第２次加東市環境基本
　計画
●加東市協働のあり方ガ
　イドライン

福田地区に自主運行バス福田地区に自主運行バス福田地区に自主運行バス福田地区に自主運行バス
市内4箇所に市内4箇所に市内4箇所に市内4箇所に

【
内
容
】
福
田
地
区
と
運
行
ル

ー
ト
や
運
行
ダ
イ
ヤ
な
ど
を
協

議
し
て
、
令
和
３
年
４
月
の
運

行
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

◇
対
象
者　

福
田
地
区
に
お
住

ま
い
の
方

◇
運
賃　

地
区
内　

１
０
０
円

　
　
　
　

地
区
外　

３
０
０
円

◇
運
行
ダ
イ
ヤ（
祝
日
は
休
止
）

■
毎
週
火
曜
日　

屋
度
、
東
古

瀬
、
東
実

■
毎
週
水
曜
日　

西
古
瀬
、
中

古
瀬
、
沢
部
団
地
、
沢
部

■
毎
週
金
曜
日　

大
門
、
福
吉
、

上
田

◇
運
行
便
数　

４
便
／
日

　
　
　
　
　
　
（
２
往
復
）

【
問
】
福
田
地
区
の
民
間
病
院

で
無
料
バ
ス
が
出
て
い
る
が
自

主
運
行
バ
ス
は
必
要
な
の
か
。

【
答
】
病
院
受
診
だ
け
で
な
く
、

福
田
地
区
内
の
方
の
移
動
手
段

を
確
保
す
る
た
め
に
導
入
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
問
】
ル
ー
ト
決
定
の
検
証
は

公
表
し
て
い
る
の
か
。

【
答
】
公
表
し
て
い
な
い
が
、

福
田
地
区
住
民
へ
の
聞
き
取
り

調
査
で
決
定
し
た
。
運
行
後
に

バ
ス
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、
必
要
な
ら
ば
、
ル
ー

ト
変
更
を
検
討
し
た
い
。

⑥上田消防器具庫

⑤上田農業倉庫

③福吉大歳神社

④福吉公民館

①大門公民館 ④沢部観音堂

③沢部南

⑤沢部営農組合倉庫

③東実南 ④東実公民館

ボンマルシェ社店

イオン社店

加東市役所

上中第二公園

②大門グラウンド

①西古瀬公民館

②中古瀬公民館

②東古瀬グラウンド

①屋度公民館

●北側校舎（２階建）…地域コミュニティ
の活動拠点、避難所及び防災備蓄倉庫・地域子ども
教室、アフタースクール等の施設として改修、活用
●南側校舎（３階建）、体育館、プールは取り壊し。

●体育館を避難場所及び学校教育活動を支える
施設に改修して活用
●校舎、プールは取り壊し。校舎跡地は福祉施設
として活用予定

●長寿命化耐震改修を行い、活用　

●取り壊し
（体育館機能は第一体育館に集約）

●廃止、取り壊し
（コミセン機能は主に東条東小学校に集約）

東条東小学校

東条西小学校

東条第一体育館

東条第二体育館

コミセン東条会館

東条地域全体では、
バレーボールコート５面分の

体育館を確保

地域子ども

加東市民病院

神姫バス（株）社案内所

◇利用できるアプリ（予定） 運行ルート図案

市の素案

（火曜日）屋度公民館発
（水曜日）西古瀬公民館発
（金曜日）大門公民館発
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〔
趣
旨
〕
将
来
的
な
財
政
負
担

を
抑
え
つ
つ
、
安
全
で
利
用
し

や
す
い
施
設
へ
と
再
編
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

① 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
の

確
保

② 

防
災
機
能
の
確
保

③ 

教
育
・
公
共
目
的
で
の
活
用

以
上
の
３
点
か
ら
検
討
し
、
地

域
と
協
議
し
て
い
く
。

【
問
】
閉
校
後
の
活
用
検
討
委

員
会
は
何
回
開
催
し
た
の
か
。

【
答
】
３
回
行
っ
た
。

【
問
】
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
浸

水
想
定
地
域
で
あ
る
こ
と
を
委

員
会
で
説
明
し
て
い
る
の
か
。

【
答
】
説
明
し
て
い
る
。

【
問
】
東
条
西
小
学
校
校
舎
跡

地
利
用
は
福
祉
団
体
と
な
っ
て

い
る
が
。

【
答
】
社
会
福
祉
法
人
も
含
め

て
、
で
き
る
だ
け
地
元
と
市
内

の
団
体
を
考
え
て
い
る
。

【
問
】
避
難
所
な
ど
も
変
更
と

な
る
が
、
防
災
課
と
の
協
議
は

さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
答
】
協
議
済
で
あ
る
。

東
条
地
域
の
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
の
運
営
に
つ
い
て

【
運
営
方
法
】
東
条
東
小
学
校

区
、
東
条
西
小
学
校
区
を
合
わ

せ
、
１
か
所
で
実
施
。

【
実
施
場
所
】
現
東
条
東
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
「
東
条
東
げ
ん

き
ク
ラ
ブ
」
及
び
東
条
東
小
学

校
体
育
館
を
利
用
し
て
実
施
。

な
お
、
東
条
学
園
整
備
後
は
、

東
条
東
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

「
東
条
東
げ
ん
き
ク
ラ
ブ
」
及

び
現
東
条
東
小
学
校
の
教
室
を

利
用
。

【
問
】
東
条
学
園
で
ア
フ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
を
行
え
な
い
か
。

【
答
】
東
条
学
園
は
教
育
施
設

優
先
と
考
え
て
い
る
。

窓
口
手
数
料
等
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
に

つ
い
て

〔
内
容
〕
市
税
及
び
国
民
健
康

保
険
税
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決

済
に
加
え
、
手
数
料
及
び
使
用

料
等
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
導
入
。

◇
対
象　

住
民
票
等
手
数
料
、

公
民
館
・
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン

ド
ほ
か
使
用
料
等

◇
利
用
開
始
時
期　

　

令
和
３
年
度
前
半

【
問
】
近
隣
市
で
導
入
し
て
い

る
自
治
体
は
あ
る
の
か
。

【
答
】
近
隣
市
で
は
な
い
。

【
問
】W

A
O
N

の
導
入
は
。

【
答
】
今
回
の
端
末
機
と
別
種

類
の
端
末
機
と
な
り
、
導
入
費

用
が
高
く
、
決
済
手
数
料
も
上

が
る
の
で
見
送
っ
た
。

将
来
に
お
け
る
小
野
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
焼
却
施
設

廃
炉
費
用
の
負
担
に
つ
い

て〔内
容
〕
小
野
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
、
１
９
８
９
年
（
平
成

元
年
）か
ら
稼
働
し
て
い
る
が
、

建
物
の
耐
用
年
数
は
50
年
、
か

つ
、
地
元
小
野
市
天
神
町
と
の

協
議
で
施
設
の
設
置
期
間
が
２

０
３
９
年
（
令
和
21
年
）
ま
で

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
大
規
模

な
機
械
設
備
の
更
新
時
期
が
約

10
年
後
に
迫
る
中
、
新
た
な
施

設
の
建
設
に
向
け
、
具
体
的
な

検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

構
成
市
（
加
東
市
・
小
野
市
・

加
西
市
）
の
現
施
設
廃
炉
費
用

負
担
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

【
案
１
】
開
設
時
か
ら
撤
去
時

ま
で
の
ご
み
搬
入
量
で
按
分

【
案
２
】
初
期
費
用
及
び
そ
の

後
の
資
本
的
支
出
額
（
修
繕
等

全
額
計
上
）
で
按
分

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
（
や
し
ろ
国
際
学

習
塾
）

◆
指
定
管
理
者
名

　

公
益
財
団
法
人
加
東
文
化
振

興
財
団

◆
指
定
期
間

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

【
問
】
選
定
に
あ
た
っ
て
の
合

格
最
低
点
は
。

【
答
】
７
０
０
点
満
点
の
４
２

０
点
で
あ
る
。
な
お
、
加
東
文

化
振
興
財
団
は
６
５
０
点
で
あ

る
。

　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

 

付
託
議
案
審
査

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例

制
定

【
制
定
理
由
】
令
和
３
年
４
月

１
日
か
ら
、
加
東
市
滝
野
文
化

会
館
を
生
涯
学
習
施
設
と
し
て

供
用
開
始
す
る
た
め
。

【
問
】
政
党
又
は
宗
教
の
勧
誘

活
動
を
行
う
と
き
の
判
断
基
準

が
難
し
い
の
で
は
。

【
答
】
難
し
い
が
、
一
律
的
に

除
外
す
る
の
は
本
来
の
趣
旨
か

ら
は
反
す
る
と
考
え
る
。

賛
成
討
論　

施
設
の
使
用
を
許

可
し
な
い
文
言
の
一
部
が
あ
い

ま
い
で
あ
る
が
運
用
基
準
等
で

明
確
に
す
る
こ
と
を
期
待
し
賛

成
す
る
。　
　
　
　
　
（
髙
瀬
）

　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

体
育
施
設
条
例
の
一
部
改

正【改
正
理
由
】
社
第
一
体
育
館
、

社
武
道
館
、
滝
野
体
育
セ
ン
タ

ー
及
び
滝
野
総
合
公
園
体
育
館

の
空
調
機
器
整
備
に
伴
い
、
冷

房
使
用
料
を
、
１
台
当
た
り
１

時
間
６
５
０
円
と
定
め
る
た
め
。

【
問
】
使
用
料
が
高
い
の
で
は
。

【
答
】
電
気
、
ガ
ス
使
用
料
金

の
実
費
相
当
で
あ
り
、
近
隣
市

よ
り
安
い
料
金
設
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

総務文教常任委員会

その他の
　所管事務調査項目
●第３期加東市教育振興
　基本計画
●バスターミナル整備事
　業の進捗状況
●第２次加東市環境基本
　計画
●加東市協働のあり方ガ
　イドライン

福田地区に自主運行バス福田地区に自主運行バス福田地区に自主運行バス福田地区に自主運行バス
市内4箇所に市内4箇所に市内4箇所に市内4箇所に

【
内
容
】
福
田
地
区
と
運
行
ル

ー
ト
や
運
行
ダ
イ
ヤ
な
ど
を
協

議
し
て
、
令
和
３
年
４
月
の
運

行
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

◇
対
象
者　

福
田
地
区
に
お
住

ま
い
の
方

◇
運
賃　

地
区
内　

１
０
０
円

　
　
　
　

地
区
外　

３
０
０
円

◇
運
行
ダ
イ
ヤ（
祝
日
は
休
止
）

■
毎
週
火
曜
日　

屋
度
、
東
古

瀬
、
東
実

■
毎
週
水
曜
日　

西
古
瀬
、
中

古
瀬
、
沢
部
団
地
、
沢
部

■
毎
週
金
曜
日　

大
門
、
福
吉
、

上
田

◇
運
行
便
数　

４
便
／
日

　
　
　
　
　
　
（
２
往
復
）

【
問
】
福
田
地
区
の
民
間
病
院

で
無
料
バ
ス
が
出
て
い
る
が
自

主
運
行
バ
ス
は
必
要
な
の
か
。

【
答
】
病
院
受
診
だ
け
で
な
く
、

福
田
地
区
内
の
方
の
移
動
手
段

を
確
保
す
る
た
め
に
導
入
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
問
】
ル
ー
ト
決
定
の
検
証
は

公
表
し
て
い
る
の
か
。

【
答
】
公
表
し
て
い
な
い
が
、

福
田
地
区
住
民
へ
の
聞
き
取
り

調
査
で
決
定
し
た
。
運
行
後
に

バ
ス
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、
必
要
な
ら
ば
、
ル
ー

ト
変
更
を
検
討
し
た
い
。

⑥上田消防器具庫

⑤上田農業倉庫

③福吉大歳神社

④福吉公民館

①大門公民館 ④沢部観音堂

③沢部南

⑤沢部営農組合倉庫

③東実南 ④東実公民館

ボンマルシェ社店

イオン社店

加東市役所

上中第二公園

②大門グラウンド

①西古瀬公民館

②中古瀬公民館

②東古瀬グラウンド

①屋度公民館

●北側校舎（２階建）…地域コミュニティ
の活動拠点、避難所及び防災備蓄倉庫・地域子ども
教室、アフタースクール等の施設として改修、活用
●南側校舎（３階建）、体育館、プールは取り壊し。

●体育館を避難場所及び学校教育活動を支える
施設に改修して活用
●校舎、プールは取り壊し。校舎跡地は福祉施設
として活用予定

●長寿命化耐震改修を行い、活用　

●取り壊し
（体育館機能は第一体育館に集約）

●廃止、取り壊し
（コミセン機能は主に東条東小学校に集約）

東条東小学校

東条西小学校

東条第一体育館

東条第二体育館

コミセン東条会館

東条地域全体では、
バレーボールコート５面分の

体育館を確保

地域子ども

加東市民病院

神姫バス（株）社案内所

◇利用できるアプリ（予定） 運行ルート図案

市の素案

（火曜日）屋度公民館発
（水曜日）西古瀬公民館発
（金曜日）大門公民館発
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【
問
】
以
前
説
明
の
あ
っ
た
事

業
の
収
入
見
込
み
額
と
大
幅
に

金
額
が
変
わ
っ
て
い
る
が
。

【
答
】
当
初
の
入
館
者
３
万
人

か
ら
、
３
万
３
千
人
と
規
模
を

超
え
た
見
込
み
で
収
支
計
画
を

作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
位
の
入

館
者
で
あ
れ
ば
見
込
め
る
と
聞

い
て
い
る
。

【
問
】
展
示
作
品
の
更
新
費
用

は
指
定
管
理
者
が
全
て
持
つ
の

か
。

【
答
】
20
点
程
度
を
展
示
す
る

予
定
。
短
期
展
示
作
品
は
指
定

管
理
者
の
管
理
で
行
う
。
作
品

の
一
部
は
ア
ー
ト
館
で
の
展
示

後
も
市
内
で
展
示
す
る
予
定
の

た
め
、
一
定
数
を
市
の
予
算
で

確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
情
報
発
信
に
関
し
て
の

提
案
は
指
定
管
理
者
か
ら
さ
れ

て
い
る
の
か
。

【
答
】
ネ
ッ
ト
上
の
発
信
も
含

め
て
、
ア
ー
ト
に
関
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
関
係
者
の
講
演

会
な
ど
を
あ
わ
せ
て
実
施
す
る

こ
と
で
、
集
客
を
呼
び
起
こ
す

提
案
が
あ
っ
た
。

【
問
】
ア
ー
ト
館
だ
け
の
情
報

発
信
な
の
か
、
元
々
は
地
域
の

情
報
発
信
の
拠
点
で
は
な
か
っ

た
の
か
。

【
答
】
ア
ー
ト
館
を
軸
に
、
観

光
と
つ
な
げ
て
人
を
呼
び
込
み

加
東
市
の
観
光
に
つ
な
げ
た
い
。

【
問
】
加
東
市
独
自
の
作
品
の

制
作
は
考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
】
市
の
特
産
品
を
生
か
し

た
作
品
を
２
点
程
作
れ
な
い
か

調
整
を
進
め
て
い
る
。

【
問
】
２
階
の
加
東
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
分
室
へ
の
配
慮
は
。

【
答
】
建
物
の
構
造
と
し
て
、出

入
口
、
駐
車
場
等
は
別
々
と
な

る
よ
う
に
提
案
し
、
配
慮
で
き

て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
１
階

が
集
客
施
設
な
の
で
、
防
音
対

策
等
に
つ
い
て
も
、
県
と
協
議

し
、
了
解
を
得
て
い
る
。

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

【
問
】
非
公
募
の
理
由
は
。

【
答
】
施
設
の
目
的
は
、
地
元

の
活
性
化
と
都
市
住
民
と
の
交

流
で
あ
る
。
鴨
川
の
郷
協
会
は

地
元
の
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る

点
や
、
地
域
の
賑
わ
い
は
地
元

の
手
で
と
い
う
観
点
か
ら
他
者

は
そ
ぐ
わ
な
い
と
判
断
し
た
。

【
問
】
キ
ャ
ン
プ
場
の
移
転
等

で
市
の
思
い
と
協
会
の
意
見
は

一
致
し
て
い
る
の
か
。

【
答
】
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
キ
ャ

ン
プ
場
が
ブ
ー
ム
で
あ
り
、
現

時
点
で
は
現
状
を
維
持
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
管
理
区
分
に
入
れ
た
椎

茸
園
と
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
関
し

て
の
提
案
は
あ
っ
た
の
か
。

【
答
】
新
し
い
担
い
手
を
確
保

す
る
と
と
も
に
椎
茸
園
の
規
模

を
少
し
縮
小
し
、
キ
ャ
ン
プ
場

と
一
緒
に
管
理
し
て
い
く
と
の

提
案
を
受
け
て
い
る
。

【
問
】
５
年
間
は
現
状
の
ま
ま

な
の
か
。

【
答
】
椎
茸
園
を
活
性
化
す
る

た
め
地
元
の
担
い
手
を
探
す
等

の
提
案
が
あ
っ
た
。
市
も
一
緒

に
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組

む
。

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

【
問
】
非
公
募
に
し
て
い
る
理

由
は
。

【
答
】
現
在
、
黒
字
経
営
で
、

市
か
ら
指
定
管
理
料
を
支
出
し

て
お
ら
ず
、
自
主
的
に
活
動
さ

れ
て
い
る
実
績
が
あ
る
。

地
元
に
対
し
て
も
、
生
産
団
体

コ
ス
モ
ス
会
と
の
連
携
な
ど
活

性
化
し
よ
う
と
意
識
を
し
っ
か

り
と
持
っ
て
い
る
た
め
、
今
回

は
非
公
募
と
し
さ
ら
な
る
飛
躍

を
期
待
し
て
い
る
。

【
問
】
道
の
駅
の
情
報
提
供
コ

ー
ナ
ー
で
、
新
た
な
取
組
の
提

案
は
な
か
っ
た
の
か
。

【
答
】
休
憩
所
の
イ
メ
ー
ジ
し

か
な
い
の
で
、
賑
わ
い
や
雰
囲

気
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

【
問
】
ふ
る
さ
と
振
興
協
会
か

ら
加
東
市
観
光
協
会
に
代
わ
っ

た
経
緯
は
。

【
答
】
以
前
か
ら
、
テ
ナ
ン
ト

に
観
光
協
会
が
い
た
経
緯
が
あ

る
。
施
設
の
賑
や
か
さ
を
促
し

て
い
る
の
が
観
光
協
会
で
あ
っ

た
。
テ
ナ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、

施
設
全
体
の
管
理
及
び
、
全
体

の
賑
わ
い
を
と
い
う
申
請
が
あ

っ
た
。

【
問
】
観
光
協
会
と
し
て
の
今

後
の
販
売
等
の
考
え
は
。

【
答
】
観
光
物
産
以
外
で
は
、

イ
ベ
ン
ト
が
な
く
て
も
人
の
往

来
を
促
す
よ
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
て
、
地

元
で
採
れ
た
野
菜
な
ど
を
販
売

す
る
提
案
も
あ
っ
た
。

【
問
】
県
道
と
の
高
低
差
が
あ

っ
て
他
市
か
ら
訪
れ
た
人
に
は
、

施
設
の
場
所
が
分
か
り
に
く
い

が
、Ｐ
Ｒ
を
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
。

【
答
】
道
路
か
ら
認
知
さ
れ
に

く
い
課
題
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

施
設
か
ら
の
発
信
も
含
め
て
認

知
し
や
す
い
仕
掛
け
づ
く
り
を

考
え
て
い
く
。

 

付
託
議
案
審
査

【
問
】
審
査
の
判
断
基
準
で「
高

度
の
基
本
運
営
」
に
つ
い
て
の

内
容
は
。

【
答
】
募
集
要
項
に
記
載
の
自

主
活
動
が
あ
る
の
か
、
損
害
リ

ス
ク
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
備

え
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
地
域

と
の
関
わ
り
や
地
域
貢
献
活
動

が
あ
る
の
か
を
評
価
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

【
問
】
引
き
続
き
兵
庫
県
釣
針

協
同
組
合
が
指
定
管
理
者
に
な

っ
て
い
る
が
、
新
し
い
提
案
は
。

【
答
】
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

を
活
用
し
、
広
く
発
信
し
て
い

き
た
い
と
提
案
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

【
問
】
審
査
の
判
断
基
準
の
中

で
、
４
法
人
に
よ
る
連
合
体
の

方
が
優
れ
て
い
る
項
目
が
あ
る

が
、
ふ
る
さ
と
振
興
協
会
・
観

光
協
会
を
選
定
し
た
決
め
手
は
。

【
答
】
温
浴
施
設
を
経
営
さ
れ

て
き
た
実
績
の
有
無
が
1
点
。

市
外
に
向
け
た
観
光
だ
け
で
な

く
、
市
内
の
方
に
向
け
た
温
浴

施
設
で
あ
る
か
ど
う
か
。
こ
の

２
点
を
兼
ね
備
え
て
い
る
か
ど

う
か
が
、
選
定
の
決
め
手
に
な

っ
た
。

【
問
】
ぽ
か
ぽ
の
運
営
実
績
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ

数
年
赤
字
続
き
で
実
績
が
あ
る

と
は
思
え
な
い
が
。

【
答
】
今
後
、
ふ
る
さ
と
振
興

協
会
に
加
え
て
観
光
協
会
が
入

っ
て
運
営
し
て
い
け
る
の
か
、

選
定
委
員
と
様
々
な
議
論
が
あ

っ
た
中
で
今
回
の
指
定
管
理
者

に
決
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

【
問
】
審
査
の
判
断
基
準
の
当

該
施
設
特
有
の
課
題
と
は
。

【
答
】
平
時
の
賑
わ
い
が
な
い

の
が
課
題
で
あ
る
。
少
し
動
線

か
ら
外
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

自
転
車
業
界
大
手
の「
あ
さ
ひ
」

と
連
携
し
て
自
転
車
ス
ポ
ー
ツ

の
メ
ッ
カ
に
す
る
な
ど
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
そ
の
他
を
活
用
し
て
Ｐ
Ｒ

し
て
行
く
。
物
販
も
含
め
、
道

の
駅
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
人
の
往

来
を
促
し
た
い
。
こ
れ
か
ら
具

体
的
に
進
め
て
行
く
。

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

その他の所管事務調査項目
●加東市第６期障害福祉計画・第２期障害児福祉計画（素案）
●加東市高齢者保健福祉計画・第８期介護保険事業計画（素案）

公の施設の

指定管理者が決定
！

公の施設の指定管理者の一覧

社福祉センター並びに老
人及び心身障害者福祉施
設ラポートやしろ

滝野産業展示館
（滝野にぎわいプラザ）

施　設　名 指定管理者名 指定期間 指定管理金額

滝野交流保養館
（通称ぽかぽ）

内水面関連知識普及教育
施設 
アクア東条
産地形成等促進施設・
道の駅とうじょう

加東アート館

やしろ鴨川の郷

社会福祉法人加東市
社会福祉協議会 
社会福祉法人でんで
ん虫の会  

令和3年4月1日から
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令和3年4月1日から
令和8年3月31日まで

令和3年4月1日から
令和8年3月31日まで

令和3年4月1日から
令和8年3月31日まで

令和3年4月1日から
令和8年3月31日まで

令和3年3月1日から
令和8年3月31日まで

令和3年4月1日から
令和8年3月31日まで
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9900万円

250万円

0円

350万円

9090万円

一般社団法人加東市
観光協会
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観光協会  

兵庫県釣針協同組合

株式会社夢街人とう
じょう

株式会社アートレス

鴨川の郷協会
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産業厚生常任委員会



６７ かとう 市議会だより Ｎｏ.56 かとう 市議会だより Ｎｏ.56

【
問
】
以
前
説
明
の
あ
っ
た
事

業
の
収
入
見
込
み
額
と
大
幅
に

金
額
が
変
わ
っ
て
い
る
が
。

【
答
】
当
初
の
入
館
者
３
万
人

か
ら
、
３
万
３
千
人
と
規
模
を

超
え
た
見
込
み
で
収
支
計
画
を

作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
位
の
入

館
者
で
あ
れ
ば
見
込
め
る
と
聞

い
て
い
る
。

【
問
】
展
示
作
品
の
更
新
費
用

は
指
定
管
理
者
が
全
て
持
つ
の

か
。

【
答
】
20
点
程
度
を
展
示
す
る

予
定
。
短
期
展
示
作
品
は
指
定

管
理
者
の
管
理
で
行
う
。
作
品

の
一
部
は
ア
ー
ト
館
で
の
展
示

後
も
市
内
で
展
示
す
る
予
定
の

た
め
、
一
定
数
を
市
の
予
算
で

確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
情
報
発
信
に
関
し
て
の

提
案
は
指
定
管
理
者
か
ら
さ
れ

て
い
る
の
か
。

【
答
】
ネ
ッ
ト
上
の
発
信
も
含

め
て
、
ア
ー
ト
に
関
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
関
係
者
の
講
演

会
な
ど
を
あ
わ
せ
て
実
施
す
る

こ
と
で
、
集
客
を
呼
び
起
こ
す

提
案
が
あ
っ
た
。

【
問
】
ア
ー
ト
館
だ
け
の
情
報

発
信
な
の
か
、
元
々
は
地
域
の

情
報
発
信
の
拠
点
で
は
な
か
っ

た
の
か
。

【
答
】
ア
ー
ト
館
を
軸
に
、
観

光
と
つ
な
げ
て
人
を
呼
び
込
み

加
東
市
の
観
光
に
つ
な
げ
た
い
。

【
問
】
加
東
市
独
自
の
作
品
の

制
作
は
考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
】
市
の
特
産
品
を
生
か
し

た
作
品
を
２
点
程
作
れ
な
い
か

調
整
を
進
め
て
い
る
。

【
問
】
２
階
の
加
東
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
分
室
へ
の
配
慮
は
。

【
答
】
建
物
の
構
造
と
し
て
、出

入
口
、
駐
車
場
等
は
別
々
と
な

る
よ
う
に
提
案
し
、
配
慮
で
き

て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
１
階

が
集
客
施
設
な
の
で
、
防
音
対

策
等
に
つ
い
て
も
、
県
と
協
議

し
、
了
解
を
得
て
い
る
。

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

【
問
】
非
公
募
の
理
由
は
。

【
答
】
施
設
の
目
的
は
、
地
元

の
活
性
化
と
都
市
住
民
と
の
交

流
で
あ
る
。
鴨
川
の
郷
協
会
は

地
元
の
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る

点
や
、
地
域
の
賑
わ
い
は
地
元

の
手
で
と
い
う
観
点
か
ら
他
者

は
そ
ぐ
わ
な
い
と
判
断
し
た
。

【
問
】
キ
ャ
ン
プ
場
の
移
転
等

で
市
の
思
い
と
協
会
の
意
見
は

一
致
し
て
い
る
の
か
。

【
答
】
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
キ
ャ

ン
プ
場
が
ブ
ー
ム
で
あ
り
、
現

時
点
で
は
現
状
を
維
持
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
管
理
区
分
に
入
れ
た
椎

茸
園
と
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
関
し

て
の
提
案
は
あ
っ
た
の
か
。

【
答
】
新
し
い
担
い
手
を
確
保

す
る
と
と
も
に
椎
茸
園
の
規
模

を
少
し
縮
小
し
、
キ
ャ
ン
プ
場

と
一
緒
に
管
理
し
て
い
く
と
の

提
案
を
受
け
て
い
る
。

【
問
】
５
年
間
は
現
状
の
ま
ま

な
の
か
。

【
答
】
椎
茸
園
を
活
性
化
す
る

た
め
地
元
の
担
い
手
を
探
す
等

の
提
案
が
あ
っ
た
。
市
も
一
緒

に
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組

む
。

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

【
問
】
非
公
募
に
し
て
い
る
理

由
は
。

【
答
】
現
在
、
黒
字
経
営
で
、

市
か
ら
指
定
管
理
料
を
支
出
し

て
お
ら
ず
、
自
主
的
に
活
動
さ

れ
て
い
る
実
績
が
あ
る
。

地
元
に
対
し
て
も
、
生
産
団
体

コ
ス
モ
ス
会
と
の
連
携
な
ど
活

性
化
し
よ
う
と
意
識
を
し
っ
か

り
と
持
っ
て
い
る
た
め
、
今
回

は
非
公
募
と
し
さ
ら
な
る
飛
躍

を
期
待
し
て
い
る
。

【
問
】
道
の
駅
の
情
報
提
供
コ

ー
ナ
ー
で
、
新
た
な
取
組
の
提

案
は
な
か
っ
た
の
か
。

【
答
】
休
憩
所
の
イ
メ
ー
ジ
し

か
な
い
の
で
、
賑
わ
い
や
雰
囲

気
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

【
問
】
ふ
る
さ
と
振
興
協
会
か

ら
加
東
市
観
光
協
会
に
代
わ
っ

た
経
緯
は
。

【
答
】
以
前
か
ら
、
テ
ナ
ン
ト

に
観
光
協
会
が
い
た
経
緯
が
あ

る
。
施
設
の
賑
や
か
さ
を
促
し

て
い
る
の
が
観
光
協
会
で
あ
っ

た
。
テ
ナ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、

施
設
全
体
の
管
理
及
び
、
全
体

の
賑
わ
い
を
と
い
う
申
請
が
あ

っ
た
。

【
問
】
観
光
協
会
と
し
て
の
今

後
の
販
売
等
の
考
え
は
。

【
答
】
観
光
物
産
以
外
で
は
、

イ
ベ
ン
ト
が
な
く
て
も
人
の
往

来
を
促
す
よ
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
て
、
地

元
で
採
れ
た
野
菜
な
ど
を
販
売

す
る
提
案
も
あ
っ
た
。

【
問
】
県
道
と
の
高
低
差
が
あ

っ
て
他
市
か
ら
訪
れ
た
人
に
は
、

施
設
の
場
所
が
分
か
り
に
く
い

が
、Ｐ
Ｒ
を
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
。

【
答
】
道
路
か
ら
認
知
さ
れ
に

く
い
課
題
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

施
設
か
ら
の
発
信
も
含
め
て
認

知
し
や
す
い
仕
掛
け
づ
く
り
を

考
え
て
い
く
。

 

付
託
議
案
審
査

【
問
】
審
査
の
判
断
基
準
で「
高

度
の
基
本
運
営
」
に
つ
い
て
の

内
容
は
。

【
答
】
募
集
要
項
に
記
載
の
自

主
活
動
が
あ
る
の
か
、
損
害
リ

ス
ク
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
備

え
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
地
域

と
の
関
わ
り
や
地
域
貢
献
活
動

が
あ
る
の
か
を
評
価
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

【
問
】
引
き
続
き
兵
庫
県
釣
針

協
同
組
合
が
指
定
管
理
者
に
な

っ
て
い
る
が
、
新
し
い
提
案
は
。

【
答
】
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

を
活
用
し
、
広
く
発
信
し
て
い

き
た
い
と
提
案
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

【
問
】
審
査
の
判
断
基
準
の
中

で
、
４
法
人
に
よ
る
連
合
体
の

方
が
優
れ
て
い
る
項
目
が
あ
る

が
、
ふ
る
さ
と
振
興
協
会
・
観

光
協
会
を
選
定
し
た
決
め
手
は
。

【
答
】
温
浴
施
設
を
経
営
さ
れ

て
き
た
実
績
の
有
無
が
1
点
。

市
外
に
向
け
た
観
光
だ
け
で
な

く
、
市
内
の
方
に
向
け
た
温
浴

施
設
で
あ
る
か
ど
う
か
。
こ
の

２
点
を
兼
ね
備
え
て
い
る
か
ど

う
か
が
、
選
定
の
決
め
手
に
な

っ
た
。

【
問
】
ぽ
か
ぽ
の
運
営
実
績
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ

数
年
赤
字
続
き
で
実
績
が
あ
る

と
は
思
え
な
い
が
。

【
答
】
今
後
、
ふ
る
さ
と
振
興

協
会
に
加
え
て
観
光
協
会
が
入

っ
て
運
営
し
て
い
け
る
の
か
、

選
定
委
員
と
様
々
な
議
論
が
あ

っ
た
中
で
今
回
の
指
定
管
理
者

に
決
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

【
問
】
審
査
の
判
断
基
準
の
当

該
施
設
特
有
の
課
題
と
は
。

【
答
】
平
時
の
賑
わ
い
が
な
い

の
が
課
題
で
あ
る
。
少
し
動
線

か
ら
外
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

自
転
車
業
界
大
手
の「
あ
さ
ひ
」

と
連
携
し
て
自
転
車
ス
ポ
ー
ツ

の
メ
ッ
カ
に
す
る
な
ど
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
そ
の
他
を
活
用
し
て
Ｐ
Ｒ

し
て
行
く
。
物
販
も
含
め
、
道

の
駅
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
人
の
往

来
を
促
し
た
い
。
こ
れ
か
ら
具

体
的
に
進
め
て
行
く
。

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

その他の所管事務調査項目
●加東市第６期障害福祉計画・第２期障害児福祉計画（素案）
●加東市高齢者保健福祉計画・第８期介護保険事業計画（素案）

公の施設の

指定管理者が決定
！

公の施設の指定管理者の一覧

社福祉センター並びに老
人及び心身障害者福祉施
設ラポートやしろ

滝野産業展示館
（滝野にぎわいプラザ）

施　設　名 指定管理者名 指定期間 指定管理金額

滝野交流保養館
（通称ぽかぽ）

内水面関連知識普及教育
施設 
アクア東条
産地形成等促進施設・
道の駅とうじょう

加東アート館

やしろ鴨川の郷

社会福祉法人加東市
社会福祉協議会 
社会福祉法人でんで
ん虫の会  
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議 会 報 告 会 特 集

８９ かとう 市議会だより Ｎｏ.56 かとう 市議会だより Ｎｏ.56

議会報告会の歩み議会報告会の歩み
　平成23年に加東市議会基本条例を制定し、初めて議会報告会を開催しました。
　議会報告会は、この条例に基づき議会自らが積極的に地域に出向き、直接、市民に対して
議会活動の状況を報告し、市政に関する情報を提供するとともに、市民の関心や意見を直接
お聞きする貴重な機会と位置づけて実施しています。
　以降、年に１回～３回各地域（社・滝野・東条地域）で開催し、令和元年までに19回を重ね
ました。
　また、最近は、第２部を｢車座で議員と語ろう｣と題し、参加者と議員が４つのグループにわ
かれ、小人数で本音で語ってもらうコーナーを設け、いただいたご意見を市に伝えました。
　最初少なかった市民の皆様も、次第にご参加いただくようになってきています。
　昨年はコロナ感染防止のため中止を余儀なくされましたが、本年は開催すべく準備を進め
ています。

委 員 会 特 集

総務文教常任委員会は
・まちづくり政策部（企画や総合的なまち
　づくり、人事）
・総務財政部（総務、財政、管財、防災）
・市民協働部（市民生活、人権、参画と協
　働、環境）
・教育委員会（学校教育、生涯教育、子育
　て支援）
などを中心に所管に関する事務調査を行っ
ています。
　今年度は「義務教育学校としてスタート
する教育形態及び運営の実態調査」「コミ
ュニティースクールの方針及び運営調査」
「公共交通の研究及び実態調査」「子育て支
援の研究及び実態調査（特に保育士の確保
策）」について重点項目と捉えて、調査研究
を進めていく予定です。

産業厚生常任委員会は
・健康福祉部（福祉総務・社会福祉・高齢
　介護・健康)　
・産業振興部（農政・農地整備・商工観光)
・都市整備部（都市政策・土木・加古川整
　備)
・上下水道部（管理・工務)
・病院事業部（総務・医事・経営企画)
などを中心に所管に関する事務調査を行っ
ています。
　今年度は、「空き家対策について」「農業
振興について」「国・県道の修繕要望後の検
証」「各種団体との意見交換会」を重点項目
と捉えて、調査研究を進めていく予定です。

委　員　会　紹　介委　員　会　紹　介

議会運営委員会は

　加東市議会には、議会運営に関する議会運営委員会、市政の各分野に
おいて専門的な調査研究を行う２つの常任委員会が設置されています。
今回は、それぞれの委員会の活動内容についてご紹介します。

　加東市議会には、議会運営に関する議会運営委員会、市政の各分野に
おいて専門的な調査研究を行う２つの常任委員会が設置されています。
今回は、それぞれの委員会の活動内容についてご紹介します。

　会期や議事日程、議案や請願・陳情などの審議方法など、議会運営全
般について協議しています。
　また、今後2年間は、①大規模災害などの非常事態やコロナ禍におい
ても議会の機能を維持するため、あらかじめ議員等行動指針を定めた業
務継続計画「議会ＢＣＰ」の研究。②市民や団体との意見交換を活発に
行うための手続きの見直し。③ほとんどの地方議会で支給されている政
務活動費の制度化を検討します。

委　員　会　紹　介

●「ミナクル」への案内看板設置
●道路の白線の引き直し
●住環境に配慮した事業用太陽光発電の協議制

議会報告会でいただいたご意見は、議会での調査研究を進めたり、
市へ要望としてお伝えしたりしています。
以下のような項目が改善されるようになりました。

第1回とどろき荘 第９回上三草公民館

第14回上滝野公民館 第18回南山活性化支援施設ミナクル

～こんなことが実現しました～
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議会報告会の歩み議会報告会の歩み
　平成23年に加東市議会基本条例を制定し、初めて議会報告会を開催しました。
　議会報告会は、この条例に基づき議会自らが積極的に地域に出向き、直接、市民に対して
議会活動の状況を報告し、市政に関する情報を提供するとともに、市民の関心や意見を直接
お聞きする貴重な機会と位置づけて実施しています。
　以降、年に１回～３回各地域（社・滝野・東条地域）で開催し、令和元年までに19回を重ね
ました。
　また、最近は、第２部を｢車座で議員と語ろう｣と題し、参加者と議員が４つのグループにわ
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委 員 会 特 集
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ています。
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　備)
・上下水道部（管理・工務)
・病院事業部（総務・医事・経営企画)
などを中心に所管に関する事務調査を行っ
ています。
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今回は、それぞれの委員会の活動内容についてご紹介します。

　会期や議事日程、議案や請願・陳情などの審議方法など、議会運営全
般について協議しています。
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ても議会の機能を維持するため、あらかじめ議員等行動指針を定めた業
務継続計画「議会ＢＣＰ」の研究。②市民や団体との意見交換を活発に
行うための手続きの見直し。③ほとんどの地方議会で支給されている政
務活動費の制度化を検討します。

委　員　会　紹　介

●「ミナクル」への案内看板設置
●道路の白線の引き直し
●住環境に配慮した事業用太陽光発電の協議制

議会報告会でいただいたご意見は、議会での調査研究を進めたり、
市へ要望としてお伝えしたりしています。
以下のような項目が改善されるようになりました。

第1回とどろき荘 第９回上三草公民館

第14回上滝野公民館 第18回南山活性化支援施設ミナクル

～こんなことが実現しました～



　
　

公
共
交
通
機
関
の
全
く
な
い
地
域
で
の
、

交
通
弱
者
を
救
済
す
る
こ
と
は
地
方
行
政
の

役
割
で
あ
る
。
自
主
運
行
バ
ス
の
週
の
運
行

回
数
と
１
日
当
た
り
の
乗
車
人
数
は
。
ま
た
、

社
市
街
地
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
１
日
の
乗
車
人

数
は
。

　
　

鴨
川
き
よ
み
ず
バ
ス
は
週
２
日
１
日
６

便
３
往
復
し
、
令
和
２
年
度
上
半
期
で
１
日

当
た
り
平
均
3.98
人
、
米
田
ふ
れ
あ
い
号
は
週

３
日
１
日
４
便
２
往
復
、
１
日
当
た
り
平
均

7.23
人
、
と
う
じ
ょ
う
あ
い
あ
い
バ
ス
は
週
２

日
４
便
２
往
復
、
１
日
当
た
り
2.78
人
。
社
市

街
地
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
7
月
か
ら
4
カ

月
間
で
１
日
当
た
り
平
均
4.05
人
。

　
　

自
主
運
行
バ
ス
の
な
い
地
域
で
の
交
通

弱
者
の
救
済
策
は
。

　
　

地
域
の
協
働
で
取
り
組
む
自
主
運
行
バ

ス
の
導
入
な
ど
、
市
民
の
移
動
手
段
の
確
保

に
取
り
組
む
。

　
　

行
政
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
を
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｐ
О
法
人
輝
き
ク
ラ
ブ
が

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
が
、
運

輸
局
か
ら
燃
料
代
以
外
は
利
用
者
か
ら
受
け

と
ら
な
い
よ
う
に
と
指
導
が
あ
り
、
赤
字
が

続
き
困
っ
て
い
る
。
各
地
域
に
存
在
す
る
交

通
弱
者
を
、
す
べ
て
行
政
の
施
策
で
カ
バ
ー

で
き
る
と
は
思
え
な
い
。
南
山
か
ら
自
転
車

で
天
神
ま
で
行
き
、
バ
ス
で
小
野
の
産
婦
人

科
に
通
っ
て
い
た
人
は
、
危
険
な
の
で
こ
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
聞
く
。
行
政
の
谷

間
を
埋
め
る
Ｎ
Ｐ
О
法
人
な
ど
に
市
と
し
て

援
助
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　

道
路
運
送
法
に
基
づ
く
許
可
を
受
け
た

有
償
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス
は
、
輸
送
の
安
全
、

旅
客
の
利
便
性
の
確
保
が
担
保
さ
れ
サ
ー
ビ

ス
持
続
の
可
能
性
が
高
ま
る
。
Ｎ
Ｐ
О
法
人

輝
き
ク
ラ
ブ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
輸
送
と
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
Ｄ
を
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
利
用
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、
高
齢
者
等
の
移
動
困
難
者
が
快
適
に
移

動
で
き
利
用
し
や
す
い
移
動
手
段
を
確
保
す

る
た
め
、
取
組
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
輸
送
で
は
、

輸
送
の
安
全
や
利
用
者
保
護
と
い
う
観
点
で

道
路
運
送
法
の
担
保
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
運
行
管
理
や
整
備
管
理
を
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
、
運
転
者
の
運
転
技
術
や
知
識
を

ど
う
確
保
す
る
の
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

市
と
し
て
は
道
路
運
送
法
に
基
づ
く
福
祉
有

償
運
送
を
基
本
と
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
よ

り
把
握
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
・
Ｎ
Ｐ
О

な
ど
が
、
登
録
事
業
者
と
な
り
活
動
で
き
る

よ
う
側
面
か
ら
支
え
る
と
と
も
に
、
新
た
な

事
業
者
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
に
支
援
制

度
を
創
設
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

□
社
地
域
小
中
一
貫
校
の
少
人
数
学
級

□
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
東
条
学
園
１
年
前
倒
し
の

　
　

危
険
性
と
そ
の
多
額
の
経
費
に
つ
い
て
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古
跡
和
夫
議
員

問問問 答答

答

問　

兵
庫
県
産
山
田
錦
を
広
く
内
外
に
発
信

す
る
た
め
、
山
田
錦
栽
培
に
誇
り
を
持
っ
て

守
り
育
て
る
農
家
、
よ
り
高
品
質
の
味
と
香

り
を
求
め
て
挑
戦
す
る
蔵
元
、
杜
氏
を
表
彰

す
る
「
藤
川
禎
次
賞
」
を
創
設
し
て
は
ど
う

か
。

　
　

山
田
錦
に
か
か
る
藤
川
禎
次
氏
の
功
績

を
称
え
る
手
段
と
し
て
、
兵
庫
県
に
働
き
か

け
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
令
和
２
年
開
催
の

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
日
本
酒
部

門
で
あ
る
「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０

２
０
」
に
お
い
て
、
兵
庫
県
産
山
田
錦
を
原

料
に
使
用
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
酒
蔵

を
「
藤
川
禎
次
賞
」
と
し
て
表
彰
す
る
こ
と

が
決
定
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

令
和
３
年
10
月
に
順
延
と
な
っ
た
。

　

令
和
４
年
度
以
降
は
未
定
で
あ
る
こ
と
か

ら
兵
庫
県
に
藤
川
氏
を
称
え
る
手
段
を
継
続

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
要
望
し
て
い
く
。

〇
道
路
の
白
線
に
つ
い
て

　
　

加
東
市
内
を
走
っ
て
い
る
と
、
以
前
に

も
増
し
て
道
路
の
白
線
が
薄
く
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
基
準
で
白
線
引
き
直
し
を
し
て
い
る
の

か
。　

 

　
　

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
が
あ
る
交
通
量
の
多

い
幹
線
道
路
及
び
交
通
安
全
上
危
険
と
判
断

し
た
箇
所
、
地
区
な
ど
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

　

小
紫
泰
良
議
員

箇
所
に
つ
い
て
現
地
を
確
認
の
上
、
優
先
順

位
を
決
め
て
実
施
し
て
い
る
。

　
　

年
長
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
も
多
く
、
安
全

安
心
の
た
め
に
も
早
期
の
白
線
引
き
直
し
を

し
て
は
ど
う
か
。 

　
　

平
成
30
年
度
か
ら
は
、
白
線
引
き
直
し

に
特
化
し
た
予
算
を
配
分
し
て
お
り
、
要
望

を
上
回
る
規
模
で
引
き
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

市
道
は
総
延
長
が
約
５
３
５
㎞
と
大
変
長
く
、

短
期
間
で
の
引
き
直
し
は
困
難
で
あ
り
計
画

的
に
行
っ
て
い
く
。

　
　

国
道
１
７
５
号
の
白
線
引
き
直
し
の
時

期
と
規
模
は
。

　
　

市
か
ら
国
へ
要
望
し
、
実
施
時
期
は
令

和
３
年
の
春
ご
ろ
か
ら
実
施
の
回
答
を
得
て

い
る
。
規
模
は
加
東
市
内
の
全
線
は
無
理
と

聞
い
て
い
る
が
、
早
期
に
全
線
の
白
線
引
き

直
し
を
要
望
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

□
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
に
つ

い
て

□
外
国
人
等
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

問問 答答

問 問答答

交
通
弱
者
の
生
活
を
守
る
た
め
に

　
　

災
害
等
が
発
生
し
た
際
に
、
自
ら
避
難

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
支
援
を
要

す
る
人
を
避
難
行
動
要
支
援
者
と
し
、
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
が
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、

過
去
の
災
害
等
で
こ
の
名
簿
を
も
と
に
避
難

を
誘
導
し
た
事
例
は
あ
っ
た
の
か
。

　
　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
時
に
開
設
さ
れ
た

緊
急
避
難
場
所
に
お
い
て
、
名
簿
に
基
づ
き

避
難
を
誘
導
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
名
簿
を

活
用
し
た
取
組
が
今
後
、
市
内
で
広
が
る
よ

う
、
ひ
ょ
う
ご
防
災
減
災
推
進
条
例
に
基
づ

き
、
要
支
援
者
を
地
域
全
体
で
支
援
し
、
共

に
避
難
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
る
た
め
、
専

門
職
の
協
力
を
得
な
が
ら
個
別
支
援
計
画
の

作
成
や
訓
練
の
取
組
の
周
知
・
啓
発
に
努
め

る
。

　
　

国
が
推
奨
す
る
標
準
化
さ
れ
た
災
害
種

別
図
記
号
に
よ
る
避
難
場
所
表
示
は
、
分
か

り
や
す
く
混
乱
の
な
い
避
難
行
動
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
加
東
市
で
の
避
難
場
所
表
示

看
板
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
の
反
映
は
。

　
　

今
年
度
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
を

進
め
て
お
り
、
国
土
交
通
省
の
「
水
害
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
の
手
引
き
」
に
準
拠
す
る
。

標
準
化
さ
れ
た
図
記
号
に
つ
い
て
は
、
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
や
避
難
所
表
示
看
板
な
ど
統
一

的
に
使
用
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
意
味
を
周

知
し
、
す
べ
て
の
方
に
分
か
り
や
す
い
よ
う

に
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

〇
空
き
家
対
策
と
移
住
支
援
に
つ
い
て

　
　

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
件
数
を
増
加
さ

せ
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、
空
き
家
等
の
お

片
付
け
支
援
事
業
を
実
施
す
る
市
が
あ
る
が
、

市
の
見
解
は
。

　
　

空
き
家
所
有
者
が
抱
え
る
問
題
の
ひ
と

つ
に
、
家
の
片
付
け
が
あ
る
。
専
門
家
の
協

力
は
、
空
き
家
対
策
を
よ
り
多
面
的
に
対
応

で
き
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
充
実
に
な
り
、

空
き
家
所
有
者
の
安
心
感
に
も
つ
な
が
る
の

で
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
数
の
増
加
に
つ
な

が
る
施
策
の
一
つ
と
と
ら
え
て
い
る
。

〇
小
中
一
貫
校
開
校
へ
向
け
て
の
環
境
移
行

に
つ
い
て

　
　

な
め
ら
か
な
環
境
移
行
へ
の
配
慮
や
取

組
の
工
夫
は
。

　
　

各
学
校
同
士
の
連
携
を
深
め
、
人
間
関

係
の
構
築
を
進
め
て
き
た
。
開
校
後
に
お
い

て
も
徐
々
に
子
供
た
ち
が
学
習
環
境
に
適
応

で
き
る
よ
う
、
段
階
的
に
学
園
内
で
の
交
流

を
増
や
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

北
原　

豊
議
員

等
検
討
部
会
を
２
ヵ
年
に
わ
た
っ
て
開
催
し

て
検
討
し
た
結
果
、
制
服
の
デ
ザ
イ
ン
や
着

用
す
る
学
年
そ
の
運
用
方
法
等
の
詳
細
や
、

費
用
に
つ
い
て
も
決
定
し
た
経
緯
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
皆

さ
ん
が
決
定
し
た
内
容
を
尊
重
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
学
用
品
準
備
金
の
前
倒
し
や
そ

の
他
の
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

〇
東
条
学
園
と
社
地
域
小
中
一
貫
校
で
生
き

る
力
と
な
る
重
要
な
施
設
に
つ
い
て

　
　

東
条
学
園
や
社
地
域
の
小
中
一
貫
校
に
、

そ
れ
ぞ
れ
今
後
人
生
を
生
き
る
上
で
重
要
な

こ
と
を
教
え
て
く
れ
、
生
き
る
力
と
な
る
畑

や
、
う
さ
ぎ
や
チ
ャ
ボ
な
ど
を
飼
う
場
所
や
、

水
禽
舎
（
す
い
き
ん
し
ゃ
）
が
あ
る
の
か
ど

う
か
お
教
え
願
う
。

　
　

東
条
学
園
に
お
い
て
は
、
飼
育
小
屋
を

設
置
し
た
上
で
の
動
物
の
飼
育
は
考
え
て
い

な
い
。
社
地
域
小
中
一
貫
校
に
お
け
る
詳
細

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
設
計
に
向
け
て
協

議
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

□
小
中
一
貫
校
に
お
け
る
４
年
生
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
と
れ
、
糧
に
な
る
具
体
例

□
購
入
し
た
オ
ゾ
ン
発
生
装
置
が
業
務
用
で

な
い
上
、
業
務
用
よ
り
価
格
が
倍
近
く
高
い

件

　

別
府
み
ど
り
議
員

問答

問問 答答

問問 答答

　
　

現
在
コ
ロ
ナ
禍
で
、
少
人
数
学
級
が
推

奨
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て

児
童
・
生
徒
を
密
接
、
バ
ス
通
学
や
給
食
で

旧
東
条
町
中
に
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
す
る
危
険
性

が
高
く
な
る
と
予
想
さ
れ
、
４-

３-

２
制
が

良
い
と
し
て
も
、
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で

今
の
東
条
東
小
で
学
び
５
、
６
年
生
は
東
条

中
学
校
に
行
く
な
ら
効
果
の
早
期
発
現
が
理

由
と
な
る
が
、
今
回
１
年
前
倒
し
す
る
必
要

性
を
お
教
え
願
う
。

　
　

東
条
学
園
の
開
校
時
期
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
東
条
東
小
学
校
と
東
条
西
小
学
校
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
何
度
も
会
合
を

持
ち
相
談
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
　

た
っ
た
１
年
未
満
の
こ
と
に
、
コ
ロ
ナ

禍
で
税
収
も
落
ち
込
む
な
か
、
何
百
万
の
引

越
し
代
、
何
千
万
円
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
代
が

発
生
す
る
が
、
多
額
と
感
じ
１
年
先
送
り
し

な
い
の
か
、
お
教
え
願
う
。

　
　

東
条
学
園
の
開
校
時
期
に
つ
い
て
は
当

初
の
予
定
通
り
令
和
３
年
４
月
開
校
に
向
け

た
諸
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　

制
服
も
な
ぜ
、
保
護
者
へ
の
経
済
的
な

配
慮
か
ら
、
ほ
そ
ご
う
学
園
の
よ
う
に
１
万

円
程
度
の
標
準
服
に
し
な
か
っ
た
の
か
。
ま

た
経
済
的
に
苦
し
い
家
庭
の
た
め
に
、
５
、

６
年
に
補
助
等
は
考
え
て
い
る
の
か
も
お
教

え
願
う
。

　
　

制
服
に
つ
い
て
も
、
関
係
者
で
あ
る
保

護
者
の
皆
さ
ん
や
教
員
で
構
成
す
る
標
準
服

答答答 問問問

兵
庫
県
産
山
田
錦
を
広
く
発
信
す
る

　
　

「
藤
川
禎
次
賞
」
の
創
設
に
つ
い
て

避
難
行
動
要
支
援
者
対
策
に
つ
い
て

ふ
じ
か
わ
て
い
じ

一　般　質　問 



　
　

公
共
交
通
機
関
の
全
く
な
い
地
域
で
の
、

交
通
弱
者
を
救
済
す
る
こ
と
は
地
方
行
政
の

役
割
で
あ
る
。
自
主
運
行
バ
ス
の
週
の
運
行

回
数
と
１
日
当
た
り
の
乗
車
人
数
は
。
ま
た
、

社
市
街
地
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
１
日
の
乗
車
人

数
は
。

　
　

鴨
川
き
よ
み
ず
バ
ス
は
週
２
日
１
日
６

便
３
往
復
し
、
令
和
２
年
度
上
半
期
で
１
日

当
た
り
平
均
3.98
人
、
米
田
ふ
れ
あ
い
号
は
週

３
日
１
日
４
便
２
往
復
、
１
日
当
た
り
平
均

7.23
人
、
と
う
じ
ょ
う
あ
い
あ
い
バ
ス
は
週
２

日
４
便
２
往
復
、
１
日
当
た
り
2.78
人
。
社
市

街
地
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
7
月
か
ら
4
カ

月
間
で
１
日
当
た
り
平
均
4.05
人
。

　
　

自
主
運
行
バ
ス
の
な
い
地
域
で
の
交
通

弱
者
の
救
済
策
は
。

　
　

地
域
の
協
働
で
取
り
組
む
自
主
運
行
バ

ス
の
導
入
な
ど
、
市
民
の
移
動
手
段
の
確
保

に
取
り
組
む
。

　
　

行
政
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
を
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｐ
О
法
人
輝
き
ク
ラ
ブ
が

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
が
、
運

輸
局
か
ら
燃
料
代
以
外
は
利
用
者
か
ら
受
け

と
ら
な
い
よ
う
に
と
指
導
が
あ
り
、
赤
字
が

続
き
困
っ
て
い
る
。
各
地
域
に
存
在
す
る
交

通
弱
者
を
、
す
べ
て
行
政
の
施
策
で
カ
バ
ー

で
き
る
と
は
思
え
な
い
。
南
山
か
ら
自
転
車

で
天
神
ま
で
行
き
、
バ
ス
で
小
野
の
産
婦
人

科
に
通
っ
て
い
た
人
は
、
危
険
な
の
で
こ
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
聞
く
。
行
政
の
谷

間
を
埋
め
る
Ｎ
Ｐ
О
法
人
な
ど
に
市
と
し
て

援
助
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　

道
路
運
送
法
に
基
づ
く
許
可
を
受
け
た

有
償
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス
は
、
輸
送
の
安
全
、

旅
客
の
利
便
性
の
確
保
が
担
保
さ
れ
サ
ー
ビ

ス
持
続
の
可
能
性
が
高
ま
る
。
Ｎ
Ｐ
О
法
人

輝
き
ク
ラ
ブ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
輸
送
と
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
Ｄ
を
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
利
用
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、
高
齢
者
等
の
移
動
困
難
者
が
快
適
に
移

動
で
き
利
用
し
や
す
い
移
動
手
段
を
確
保
す

る
た
め
、
取
組
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
輸
送
で
は
、

輸
送
の
安
全
や
利
用
者
保
護
と
い
う
観
点
で

道
路
運
送
法
の
担
保
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
運
行
管
理
や
整
備
管
理
を
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
、
運
転
者
の
運
転
技
術
や
知
識
を

ど
う
確
保
す
る
の
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

市
と
し
て
は
道
路
運
送
法
に
基
づ
く
福
祉
有

償
運
送
を
基
本
と
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
よ

り
把
握
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
・
Ｎ
Ｐ
О

な
ど
が
、
登
録
事
業
者
と
な
り
活
動
で
き
る

よ
う
側
面
か
ら
支
え
る
と
と
も
に
、
新
た
な

事
業
者
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
に
支
援
制

度
を
創
設
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

□
社
地
域
小
中
一
貫
校
の
少
人
数
学
級

□
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
東
条
学
園
１
年
前
倒
し
の

　
　

危
険
性
と
そ
の
多
額
の
経
費
に
つ
い
て

1011 かとう 市議会だより Ｎｏ.56 かとう 市議会だより Ｎｏ.56

　

古
跡
和
夫
議
員

問問問 答答

答

問　

兵
庫
県
産
山
田
錦
を
広
く
内
外
に
発
信

す
る
た
め
、
山
田
錦
栽
培
に
誇
り
を
持
っ
て

守
り
育
て
る
農
家
、
よ
り
高
品
質
の
味
と
香

り
を
求
め
て
挑
戦
す
る
蔵
元
、
杜
氏
を
表
彰

す
る
「
藤
川
禎
次
賞
」
を
創
設
し
て
は
ど
う

か
。

　
　

山
田
錦
に
か
か
る
藤
川
禎
次
氏
の
功
績

を
称
え
る
手
段
と
し
て
、
兵
庫
県
に
働
き
か

け
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
令
和
２
年
開
催
の

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
日
本
酒
部

門
で
あ
る
「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０

２
０
」
に
お
い
て
、
兵
庫
県
産
山
田
錦
を
原

料
に
使
用
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
酒
蔵

を
「
藤
川
禎
次
賞
」
と
し
て
表
彰
す
る
こ
と

が
決
定
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

令
和
３
年
10
月
に
順
延
と
な
っ
た
。

　

令
和
４
年
度
以
降
は
未
定
で
あ
る
こ
と
か

ら
兵
庫
県
に
藤
川
氏
を
称
え
る
手
段
を
継
続

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
要
望
し
て
い
く
。

〇
道
路
の
白
線
に
つ
い
て

　
　

加
東
市
内
を
走
っ
て
い
る
と
、
以
前
に

も
増
し
て
道
路
の
白
線
が
薄
く
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
基
準
で
白
線
引
き
直
し
を
し
て
い
る
の

か
。　

 

　
　

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
が
あ
る
交
通
量
の
多

い
幹
線
道
路
及
び
交
通
安
全
上
危
険
と
判
断

し
た
箇
所
、
地
区
な
ど
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

　

小
紫
泰
良
議
員

箇
所
に
つ
い
て
現
地
を
確
認
の
上
、
優
先
順

位
を
決
め
て
実
施
し
て
い
る
。

　
　

年
長
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
も
多
く
、
安
全

安
心
の
た
め
に
も
早
期
の
白
線
引
き
直
し
を

し
て
は
ど
う
か
。 

　
　

平
成
30
年
度
か
ら
は
、
白
線
引
き
直
し

に
特
化
し
た
予
算
を
配
分
し
て
お
り
、
要
望

を
上
回
る
規
模
で
引
き
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

市
道
は
総
延
長
が
約
５
３
５
㎞
と
大
変
長
く
、

短
期
間
で
の
引
き
直
し
は
困
難
で
あ
り
計
画

的
に
行
っ
て
い
く
。

　
　

国
道
１
７
５
号
の
白
線
引
き
直
し
の
時

期
と
規
模
は
。

　
　

市
か
ら
国
へ
要
望
し
、
実
施
時
期
は
令

和
３
年
の
春
ご
ろ
か
ら
実
施
の
回
答
を
得
て

い
る
。
規
模
は
加
東
市
内
の
全
線
は
無
理
と

聞
い
て
い
る
が
、
早
期
に
全
線
の
白
線
引
き

直
し
を
要
望
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

□
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
に
つ

い
て

□
外
国
人
等
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

問問 答答

問 問答答

交
通
弱
者
の
生
活
を
守
る
た
め
に

　
　

災
害
等
が
発
生
し
た
際
に
、
自
ら
避
難

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
支
援
を
要

す
る
人
を
避
難
行
動
要
支
援
者
と
し
、
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
が
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、

過
去
の
災
害
等
で
こ
の
名
簿
を
も
と
に
避
難

を
誘
導
し
た
事
例
は
あ
っ
た
の
か
。

　
　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
時
に
開
設
さ
れ
た

緊
急
避
難
場
所
に
お
い
て
、
名
簿
に
基
づ
き

避
難
を
誘
導
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
名
簿
を

活
用
し
た
取
組
が
今
後
、
市
内
で
広
が
る
よ

う
、
ひ
ょ
う
ご
防
災
減
災
推
進
条
例
に
基
づ

き
、
要
支
援
者
を
地
域
全
体
で
支
援
し
、
共

に
避
難
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
る
た
め
、
専

門
職
の
協
力
を
得
な
が
ら
個
別
支
援
計
画
の

作
成
や
訓
練
の
取
組
の
周
知
・
啓
発
に
努
め

る
。

　
　

国
が
推
奨
す
る
標
準
化
さ
れ
た
災
害
種

別
図
記
号
に
よ
る
避
難
場
所
表
示
は
、
分
か

り
や
す
く
混
乱
の
な
い
避
難
行
動
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
加
東
市
で
の
避
難
場
所
表
示

看
板
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
の
反
映
は
。

　
　

今
年
度
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
を

進
め
て
お
り
、
国
土
交
通
省
の
「
水
害
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
の
手
引
き
」
に
準
拠
す
る
。

標
準
化
さ
れ
た
図
記
号
に
つ
い
て
は
、
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
や
避
難
所
表
示
看
板
な
ど
統
一

的
に
使
用
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
意
味
を
周

知
し
、
す
べ
て
の
方
に
分
か
り
や
す
い
よ
う

に
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

〇
空
き
家
対
策
と
移
住
支
援
に
つ
い
て

　
　

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
件
数
を
増
加
さ

せ
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、
空
き
家
等
の
お

片
付
け
支
援
事
業
を
実
施
す
る
市
が
あ
る
が
、

市
の
見
解
は
。

　
　

空
き
家
所
有
者
が
抱
え
る
問
題
の
ひ
と

つ
に
、
家
の
片
付
け
が
あ
る
。
専
門
家
の
協

力
は
、
空
き
家
対
策
を
よ
り
多
面
的
に
対
応

で
き
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
充
実
に
な
り
、

空
き
家
所
有
者
の
安
心
感
に
も
つ
な
が
る
の

で
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
数
の
増
加
に
つ
な

が
る
施
策
の
一
つ
と
と
ら
え
て
い
る
。

〇
小
中
一
貫
校
開
校
へ
向
け
て
の
環
境
移
行

に
つ
い
て

　
　

な
め
ら
か
な
環
境
移
行
へ
の
配
慮
や
取

組
の
工
夫
は
。

　
　

各
学
校
同
士
の
連
携
を
深
め
、
人
間
関

係
の
構
築
を
進
め
て
き
た
。
開
校
後
に
お
い

て
も
徐
々
に
子
供
た
ち
が
学
習
環
境
に
適
応

で
き
る
よ
う
、
段
階
的
に
学
園
内
で
の
交
流

を
増
や
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

北
原　

豊
議
員

等
検
討
部
会
を
２
ヵ
年
に
わ
た
っ
て
開
催
し

て
検
討
し
た
結
果
、
制
服
の
デ
ザ
イ
ン
や
着

用
す
る
学
年
そ
の
運
用
方
法
等
の
詳
細
や
、

費
用
に
つ
い
て
も
決
定
し
た
経
緯
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
皆

さ
ん
が
決
定
し
た
内
容
を
尊
重
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
学
用
品
準
備
金
の
前
倒
し
や
そ

の
他
の
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

〇
東
条
学
園
と
社
地
域
小
中
一
貫
校
で
生
き

る
力
と
な
る
重
要
な
施
設
に
つ
い
て

　
　

東
条
学
園
や
社
地
域
の
小
中
一
貫
校
に
、

そ
れ
ぞ
れ
今
後
人
生
を
生
き
る
上
で
重
要
な

こ
と
を
教
え
て
く
れ
、
生
き
る
力
と
な
る
畑

や
、
う
さ
ぎ
や
チ
ャ
ボ
な
ど
を
飼
う
場
所
や
、

水
禽
舎
（
す
い
き
ん
し
ゃ
）
が
あ
る
の
か
ど

う
か
お
教
え
願
う
。

　
　

東
条
学
園
に
お
い
て
は
、
飼
育
小
屋
を

設
置
し
た
上
で
の
動
物
の
飼
育
は
考
え
て
い

な
い
。
社
地
域
小
中
一
貫
校
に
お
け
る
詳
細

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
設
計
に
向
け
て
協

議
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

□
小
中
一
貫
校
に
お
け
る
４
年
生
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
と
れ
、
糧
に
な
る
具
体
例

□
購
入
し
た
オ
ゾ
ン
発
生
装
置
が
業
務
用
で

な
い
上
、
業
務
用
よ
り
価
格
が
倍
近
く
高
い

件

　

別
府
み
ど
り
議
員

問答

問問 答答

問問 答答

　
　

現
在
コ
ロ
ナ
禍
で
、
少
人
数
学
級
が
推

奨
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て

児
童
・
生
徒
を
密
接
、
バ
ス
通
学
や
給
食
で

旧
東
条
町
中
に
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
す
る
危
険
性

が
高
く
な
る
と
予
想
さ
れ
、
４-

３-

２
制
が

良
い
と
し
て
も
、
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で

今
の
東
条
東
小
で
学
び
５
、
６
年
生
は
東
条

中
学
校
に
行
く
な
ら
効
果
の
早
期
発
現
が
理

由
と
な
る
が
、
今
回
１
年
前
倒
し
す
る
必
要

性
を
お
教
え
願
う
。

　
　

東
条
学
園
の
開
校
時
期
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
東
条
東
小
学
校
と
東
条
西
小
学
校
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
何
度
も
会
合
を

持
ち
相
談
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
　

た
っ
た
１
年
未
満
の
こ
と
に
、
コ
ロ
ナ

禍
で
税
収
も
落
ち
込
む
な
か
、
何
百
万
の
引

越
し
代
、
何
千
万
円
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
代
が

発
生
す
る
が
、
多
額
と
感
じ
１
年
先
送
り
し

な
い
の
か
、
お
教
え
願
う
。

　
　

東
条
学
園
の
開
校
時
期
に
つ
い
て
は
当

初
の
予
定
通
り
令
和
３
年
４
月
開
校
に
向
け

た
諸
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　

制
服
も
な
ぜ
、
保
護
者
へ
の
経
済
的
な

配
慮
か
ら
、
ほ
そ
ご
う
学
園
の
よ
う
に
１
万

円
程
度
の
標
準
服
に
し
な
か
っ
た
の
か
。
ま

た
経
済
的
に
苦
し
い
家
庭
の
た
め
に
、
５
、

６
年
に
補
助
等
は
考
え
て
い
る
の
か
も
お
教

え
願
う
。

　
　

制
服
に
つ
い
て
も
、
関
係
者
で
あ
る
保

護
者
の
皆
さ
ん
や
教
員
で
構
成
す
る
標
準
服

答答答 問問問

兵
庫
県
産
山
田
錦
を
広
く
発
信
す
る

　
　

「
藤
川
禎
次
賞
」
の
創
設
に
つ
い
て

避
難
行
動
要
支
援
者
対
策
に
つ
い
て

ふ
じ
か
わ
て
い
じ

一　般　質　問 
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令
和
2
年
産
山
田
錦
は
、
15
％
削
減
要

請
が
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
日
本
酒
消

費
の
激
減
か
ら
、
さ
ら
に
大
幅
な
削
減
が
要

請
さ
れ
る
と
予
想
し
て
い
る
が
、
来
年
産
の

山
田
錦
・
う
る
ち
米
の
作
付
面
積
は
、
ど
の

程
度
に
な
る
見
込
み
か
。

　
　

県
農
業
活
性
化
協
議
会
か
ら
の
通
知
で

は
、
主
食
用
米
は
１
０
２
ha
増
加
し
６
６
６

ha
。
山
田
錦
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
と
酒
造
会

社
が
調
整
中
で
ま
だ
示
せ
な
い
。
２
月
ご
ろ

に
な
る
見
込
み
。

　

令
和
元
年
産
山
田
錦
の
在
庫
が
今
も
あ
る

状
況
で
、
令
和
３
年
産
は
か
な
り
減
少
す
る

と
推
測
す
る
。

　
　

う
る
ち
米
は
７
％
か
ら
10
％
程
度
、
山

田
錦
は
作
付
面
積
を
減
ら
さ
れ
た
上
に
異
常

気
象
や
秋
ウ
ン
カ
の
被
害
も
あ
り
、
収
穫
量

も
減
少
し
た
。
ま
た
、
買
い
取
り
の
仮
渡
価

格
は
20
％
か
ら
30
％
程
度
下
落
し
て
い
る
。

こ
れ
が
来
年
も
続
く
と
思
わ
れ
る
。
山
田
錦

の
産
地
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
農
家
へ
の

支
援
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　

県
に
対
し
て
は
山
田
錦
の
産
地
で
あ
る

近
隣
市
町
と
と
も
に
、
国
へ
は
Ｊ
Ａ
が
支
援

を
陳
情
し
て
い
る
。
国
県
の
支
援
を
踏
ま
え
、

集
荷
単
価
や
面
積
減
に
応
じ
た
加
東
市
独
自

の
支
援
を
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

大
畑
一
千
代
議
員

　

鷹
尾
直
人
議
員

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
・
死

者
数
が
、
欧
米
諸
国
に
比
べ
日
本
や
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
で
少
な
い
の
は
、
コ
メ
や
野
菜
の

消
費
量
が
多
い
か
ら
だ
と
い
う
説
が
あ
る

（
東
京
農
業
大
学
客
員
教
授　

渡
邊
昌
氏
）。

国
や
地
方
、
Ｊ
Ａ
と
と
も
に
、
こ
の
こ
と
も

広
く
紹
介
し
、
コ
メ
の
消
費
拡
大
に
取
り
組

ん
で
は
。

　
　

渡
邊
教
授
の
説
の
正
確
性
も
検
討
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

〇
コ
ロ
ナ
禍
と
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
妊
娠
控
え
が
続
い

て
い
る
と
聞
く
が
、
市
で
の
妊
娠
届
の
状
況

は
。

　
　

県
の
届
出
件
数
は
12.
4
％
減
だ
が
市

は
6.9
％
増
加
し
て
い
る
。

　
　

少
子
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
来
年
度
以

降
に
お
い
て
も
、
新
生
児
に
対
す
る
臨
時
特

別
給
付
金
を
継
続
し
て
実
施
し
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
よ
う
と
す
る
市
民
を
支
援
し
て
い

く
べ
き
で
は
。

　
　

本
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
子
育
て
世

帯
ス
マ
イ
ル
交
付
金（
５
歳
ま
で
年
３
万
円
）

や
、
来
年
度
か
ら
見
守
り
を
兼
ね
、
お
む
つ

な
ど
の
育
児
用
品
を
育
児
経
験
の
あ
る
配
達

員
が
お
届
け
す
る
事
業
を
予
定
し
て
い
る
。

問答答答

　
　

市
民
が
「
狩
猟
免
許
な
し
」
で
ア
ラ
イ

グ
マ
・
ヌ
ー
ト
リ
ア
を
捕
獲
で
き
る
制
度
を

全
国
の
多
く
の
自
治
体
で
導
入
し
て
い
る
。

本
市
で
も
、
令
和
元
年
度
に
作
成
す
る「
鳥

獣
被
害
防
止
計
画
」、
２
年
度
に
作
成
す
る

「
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ヌ
ー
ト
リ
ア
防
除
実
施
計

画
」
に
も
取
り
入
れ
て
、
市
民
の
協
力
を
得

な
が
ら
個
体
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
す
べ
き

と
令
和
元
年
９
月
市
議
会
で
、
提
案
し
た
が
、

昨
年
度
に
見
直
さ
れ
た
計
画
に
は
記
載
が
な

か
っ
た
。
改
め
て
質
問
を
す
る
。
記
載
し
な

か
っ
た
理
由
は
何
か
。

　
　

当
計
画
に
は
、「
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ヌ
ー

ト
リ
ア
の
捕
獲
」
は
特
定
外
来
生
物
法
に
お

け
る
国
の
確
認
を
受
け
た
「
ア
ラ
イ
グ
マ
・

ヌ
ー
ト
リ
ア
防
除
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、

地
域
住
民
等
と
協
力
し
、
効
果
的
に
捕
獲
・

防
除
を
行
う
と
記
載
し
て
い
る
。

　
　

狩
猟
免
許
な
し
で
市
民
に
協
力
し
て
も

ら
っ
て
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ヌ
ー
ト
リ
ア
を
捕
獲

す
る
方
法
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　

鳥
獣
被
害
防
止
計
画
策
定
時
に
丹
波
篠

山
市
へ
視
察
を
行
い
、
捕
獲
方
法
に
つ
い
て

勉
強
を
し
た
。
市
民
の
捕
獲
活
動
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
市

民
の
安
全
性
等
を
考
え
、
現
在
の
処
理
方
法

を
進
め
る
こ
と
と
判
断
し
た
。
捕
獲
を
推
進

す
る
た
め
に
、
今
ま
で
以
上
に
情
報
発
信
に

努
め
る
と
と
も
に
、
捕
獲
要
望
の
手
続
き
の

簡
素
化
な
ど
被
害
対
策
を
行
い
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

イ
ノ
シ
シ
檻
の
設
置
や
閉
鎖
し
て
い
る

檻
の
開
扉
時
期
の
考
え
方
は
。

　
　

里
に
来
て
被
害
を
加
え
る
加
害
個
体
は
、

群
れ
で
行
動
す
る
た
め
、
群
れ
全
体
を
一
度

に
捕
獲
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

侵
入
防
止
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
よ
り
効

果
が
あ
る
た
め
、
整
備
状
況
を
見
て
行
う
。

ま
た
、
閉
鎖
し
て
い
る
檻
の
開
扉
時
期
に
つ

い
て
は
、
再
び
被
害
が
出
始
め
た
時
期
に
、

地
区
か
ら
の
要
望
に
よ
り
開
扉
す
る
。

　
　

市
民
か
ら
相
談
の
あ
っ
た
、
道
路
か
ら

侵
入
す
る
イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止
対
策
と
し
て
、

福
井
県
が
実
施
し
て
い
る
侵
入
経
路
に
グ
レ

ー
チ
ン
グ
を
設
置
す
る
対
策
な
ど
、
効
果
の

あ
る
対
策
を
検
討
し
た
か
。

　
　

侵
入
防
止
柵
を
整
備
し
た
地
区
に
、
他

地
区
か
ら
道
路
を
通
っ
て
イ
ノ
シ
シ
が
侵
入

し
、
居
つ
く
事
案
が
あ
っ
た
が
、
潜
み
場
と

な
っ
て
い
た
茂
み
を
刈
り
取
る
こ
と
に
よ
り

対
策
で
き
た
。
ま
た
、
鳥
獣
対
策
サ
ポ
ー
タ

ー
派
遣
支
援
事
業
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
民

間
の
専
門
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
、
道
路
沿
い
両

側
に
侵
入
防
止
柵
を
設
置
す
る
と
効
果
が
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
獣
害
ベ
ル
ト
の
整
備
な
ど
も
活

用
し
て
対
応
す
る
。

問問

問問

答答

問問

問 問

答答

答答

　
　

市
内
の
要
介
護
３
以
上
の
方
は
現
在
ど

れ
ぐ
ら
い
お
ら
れ
る
か
。

　
　

令
和
２
年
９
月
末
日
現
在
で
、
要
介
護

３
以
上
の
方
は
６
５
３
人
。
平
成
29
年
９
月

末
日
と
比
較
し
て
29
人
減
少
し
て
い
て
、
近

隣
市
町
と
比
較
し
て
も
一
番
低
い
状
況
で
あ

る
。

　
　

市
が
把
握
さ
れ
て
い
る
待
機
者
は
各
施

設
ど
れ
ぐ
ら
い
お
ら
れ
る
か
。

　
　

令
和
２
年
４
月
１
日
の
申
込
者
数
で
、

社
す
み
れ
園
が
１
１
０
人
、
伽
の
里
が
45
人
、

フ
ロ
イ
デ
滝
野
が
96
人
、
地
域
密
着
型
フ
ロ

イ
デ
滝
野
が
59
人
、
合
計
で
３
１
０
人
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
死
亡
者
、
転
出
者
、

複
数
の
施
設
に
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な

ど
の
重
複
を
除
く
と
、
実
人
数
は
１
２
２
人

と
な
っ
て
い
る
。
各
施
設
の
待
機
期
間
は
短

く
な
っ
て
お
り
、
概
ね
半
年
か
ら
１
年
以
内

に
入
所
で
き
て
い
る
。

　
　

｢

小
野
長
寿
の
郷｣

構
想
の
よ
う
に
市
で

も
介
護
施
設
を
呼
び
込
む
な
ど
の
対
策
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。 

石
井
雅
彦
議
員

　
　

市
に
お
い
て
も
高
齢
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
、
令
和
７
年
に
は
65
歳
以
上
の
人
口
が

１
万
９
６
４
人
、
高
齢
化
率
27.

4
％
に
な

る
と
推
計
し
て
お
り
、
今
後
認
知
症
高
齢
者

や
要
支
援
・
要
介
護
者
の
増
加
、
独
居
高
齢

者
や
高
齢
者
世
帯
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
が
、

施
設
に
関
し
て
は
近
隣
市
と
比
較
し
て
も
多

い
状
況
で
あ
り
、
今
年
度
末
に
は
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
30
室
の
入
居
も
始
ま

る
な
ど
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
肢
が
多
く

な
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
サ
ン
サ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

参
加
人
数
と
比
較
し
て
達
成
者
数
は
伸
び
て

い
る
の
か
。 

　
　

平
均
参
加
者
数
２
４
０
名
で
、
最
近
５

年
間
の
平
均
で
は
達
成
者
が
33.

6
人
で
参

加
者
の
14
％
の
方
が
目
標
を
達
成
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
３
キ
ロ
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
も

の
の
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
内
に
体
重
が
１
０

０
グ
ラ
ム
で
も
減
少
し
た
方
は
、
５
年
間
の

平
均
で
１
１
７.

４
人
と
約
５
割
と
な
っ
て

お
り
、
年
末
年
始
の
太
り
や
す
い
時
期
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
考
え
る
と
、
か
な
り
良
い
数

字
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

事
業
の
性
格
か
ら
、
達
成
率
が
年
々
上
が

る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
一
定
の
達
成
者
を

毎
年
輩
出
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　

年
間
を
通
し
て
の
取
り
組
み
を
し
て
い

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　

年
末
年
始
に
体
重
増
加
を
繰
り
返
す
状

況
が
数
年
続
く
こ
と
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に

肥
満
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
。
あ

え
て
こ
の
時
期
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で

体
重
増
加
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
る
こ
と
。

望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
定
着
が
図
り
や
す
い

と
の
専
門
家
の
意
見
に
基
づ
い
て
実
施
し
て

い
る
た
め
で
あ
る
。

　
　

ま
ち
ぐ
る
み
総
合
健
診
で
の
健
康
者
の

輩
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

平
成
27
年
度
に
な
る
が
、
男
性
で
は
中

楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　

健
康
ア
プ
リ
導
入
に
向
け
て

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

　

長
谷
川
幹
雄
議
員

性
脂
肪
の
低
下
が
み
ら
れ
、
女
性
で
は
腹
囲

減
少
、
脂
質
改
善
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

指
標
で
あ
る
ヘ
モ
ク
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
の
上
昇

低
下
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　

健
康
ア
プ
リ
導
入
の
考
え
は
。

　
　

サ
ン
サ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
な
ど
の
教

室
参
加
者
を
対
象
と
し
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
活
用
し
た
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
な

る
健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
、
個
人
が
主
体
的

に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
健
康
無

関
心
層
を
含
め
た
幅
広
い
対
象
者
が
参
加
で

き
る
体
制
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

　

実
際
に
活
用
さ
れ
て
い
る
市
町
か
ら
、
活

用
状
況
や
効
果
、
導
入
経
費
と
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
、
新
た
に
加
わ
る
業
務
内
容
な
ど
の

情
報
把
握
を
行
っ
た
う
え
で
、
導
入
の
可
否

を
判
断
す
る
。

問問問 答答

答

問問問 答答答

答 問

水
稲
農
業
施
策
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

社すみれ園

フロイデ滝野 伽（とぎ）の里

一　般　質　問 
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令
和
2
年
産
山
田
錦
は
、
15
％
削
減
要

請
が
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
日
本
酒
消

費
の
激
減
か
ら
、
さ
ら
に
大
幅
な
削
減
が
要

請
さ
れ
る
と
予
想
し
て
い
る
が
、
来
年
産
の

山
田
錦
・
う
る
ち
米
の
作
付
面
積
は
、
ど
の

程
度
に
な
る
見
込
み
か
。

　
　

県
農
業
活
性
化
協
議
会
か
ら
の
通
知
で

は
、
主
食
用
米
は
１
０
２
ha
増
加
し
６
６
６

ha
。
山
田
錦
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
と
酒
造
会

社
が
調
整
中
で
ま
だ
示
せ
な
い
。
２
月
ご
ろ

に
な
る
見
込
み
。

　

令
和
元
年
産
山
田
錦
の
在
庫
が
今
も
あ
る

状
況
で
、
令
和
３
年
産
は
か
な
り
減
少
す
る

と
推
測
す
る
。

　
　

う
る
ち
米
は
７
％
か
ら
10
％
程
度
、
山

田
錦
は
作
付
面
積
を
減
ら
さ
れ
た
上
に
異
常

気
象
や
秋
ウ
ン
カ
の
被
害
も
あ
り
、
収
穫
量

も
減
少
し
た
。
ま
た
、
買
い
取
り
の
仮
渡
価

格
は
20
％
か
ら
30
％
程
度
下
落
し
て
い
る
。

こ
れ
が
来
年
も
続
く
と
思
わ
れ
る
。
山
田
錦

の
産
地
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
農
家
へ
の

支
援
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　

県
に
対
し
て
は
山
田
錦
の
産
地
で
あ
る

近
隣
市
町
と
と
も
に
、
国
へ
は
Ｊ
Ａ
が
支
援

を
陳
情
し
て
い
る
。
国
県
の
支
援
を
踏
ま
え
、

集
荷
単
価
や
面
積
減
に
応
じ
た
加
東
市
独
自

の
支
援
を
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

大
畑
一
千
代
議
員

　

鷹
尾
直
人
議
員

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
・
死

者
数
が
、
欧
米
諸
国
に
比
べ
日
本
や
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
で
少
な
い
の
は
、
コ
メ
や
野
菜
の

消
費
量
が
多
い
か
ら
だ
と
い
う
説
が
あ
る

（
東
京
農
業
大
学
客
員
教
授　

渡
邊
昌
氏
）。

国
や
地
方
、
Ｊ
Ａ
と
と
も
に
、
こ
の
こ
と
も

広
く
紹
介
し
、
コ
メ
の
消
費
拡
大
に
取
り
組

ん
で
は
。

　
　

渡
邊
教
授
の
説
の
正
確
性
も
検
討
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

〇
コ
ロ
ナ
禍
と
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
妊
娠
控
え
が
続
い

て
い
る
と
聞
く
が
、
市
で
の
妊
娠
届
の
状
況

は
。

　
　

県
の
届
出
件
数
は
12.

4
％
減
だ
が
市

は
6.9
％
増
加
し
て
い
る
。

　
　

少
子
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
来
年
度
以

降
に
お
い
て
も
、
新
生
児
に
対
す
る
臨
時
特

別
給
付
金
を
継
続
し
て
実
施
し
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
よ
う
と
す
る
市
民
を
支
援
し
て
い

く
べ
き
で
は
。

　
　

本
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
子
育
て
世

帯
ス
マ
イ
ル
交
付
金（
５
歳
ま
で
年
３
万
円
）

や
、
来
年
度
か
ら
見
守
り
を
兼
ね
、
お
む
つ

な
ど
の
育
児
用
品
を
育
児
経
験
の
あ
る
配
達

員
が
お
届
け
す
る
事
業
を
予
定
し
て
い
る
。

問答答答

　
　

市
民
が
「
狩
猟
免
許
な
し
」
で
ア
ラ
イ

グ
マ
・
ヌ
ー
ト
リ
ア
を
捕
獲
で
き
る
制
度
を

全
国
の
多
く
の
自
治
体
で
導
入
し
て
い
る
。

本
市
で
も
、
令
和
元
年
度
に
作
成
す
る「
鳥

獣
被
害
防
止
計
画
」、
２
年
度
に
作
成
す
る

「
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ヌ
ー
ト
リ
ア
防
除
実
施
計

画
」
に
も
取
り
入
れ
て
、
市
民
の
協
力
を
得

な
が
ら
個
体
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
す
べ
き

と
令
和
元
年
９
月
市
議
会
で
、
提
案
し
た
が
、

昨
年
度
に
見
直
さ
れ
た
計
画
に
は
記
載
が
な

か
っ
た
。
改
め
て
質
問
を
す
る
。
記
載
し
な

か
っ
た
理
由
は
何
か
。

　
　

当
計
画
に
は
、「
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ヌ
ー

ト
リ
ア
の
捕
獲
」
は
特
定
外
来
生
物
法
に
お

け
る
国
の
確
認
を
受
け
た
「
ア
ラ
イ
グ
マ
・

ヌ
ー
ト
リ
ア
防
除
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、

地
域
住
民
等
と
協
力
し
、
効
果
的
に
捕
獲
・

防
除
を
行
う
と
記
載
し
て
い
る
。

　
　

狩
猟
免
許
な
し
で
市
民
に
協
力
し
て
も

ら
っ
て
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ヌ
ー
ト
リ
ア
を
捕
獲

す
る
方
法
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　

鳥
獣
被
害
防
止
計
画
策
定
時
に
丹
波
篠

山
市
へ
視
察
を
行
い
、
捕
獲
方
法
に
つ
い
て

勉
強
を
し
た
。
市
民
の
捕
獲
活
動
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
市

民
の
安
全
性
等
を
考
え
、
現
在
の
処
理
方
法

を
進
め
る
こ
と
と
判
断
し
た
。
捕
獲
を
推
進

す
る
た
め
に
、
今
ま
で
以
上
に
情
報
発
信
に

努
め
る
と
と
も
に
、
捕
獲
要
望
の
手
続
き
の

簡
素
化
な
ど
被
害
対
策
を
行
い
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

イ
ノ
シ
シ
檻
の
設
置
や
閉
鎖
し
て
い
る

檻
の
開
扉
時
期
の
考
え
方
は
。

　
　

里
に
来
て
被
害
を
加
え
る
加
害
個
体
は
、

群
れ
で
行
動
す
る
た
め
、
群
れ
全
体
を
一
度

に
捕
獲
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

侵
入
防
止
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
よ
り
効

果
が
あ
る
た
め
、
整
備
状
況
を
見
て
行
う
。

ま
た
、
閉
鎖
し
て
い
る
檻
の
開
扉
時
期
に
つ

い
て
は
、
再
び
被
害
が
出
始
め
た
時
期
に
、

地
区
か
ら
の
要
望
に
よ
り
開
扉
す
る
。

　
　

市
民
か
ら
相
談
の
あ
っ
た
、
道
路
か
ら

侵
入
す
る
イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止
対
策
と
し
て
、

福
井
県
が
実
施
し
て
い
る
侵
入
経
路
に
グ
レ

ー
チ
ン
グ
を
設
置
す
る
対
策
な
ど
、
効
果
の

あ
る
対
策
を
検
討
し
た
か
。

　
　

侵
入
防
止
柵
を
整
備
し
た
地
区
に
、
他

地
区
か
ら
道
路
を
通
っ
て
イ
ノ
シ
シ
が
侵
入

し
、
居
つ
く
事
案
が
あ
っ
た
が
、
潜
み
場
と

な
っ
て
い
た
茂
み
を
刈
り
取
る
こ
と
に
よ
り

対
策
で
き
た
。
ま
た
、
鳥
獣
対
策
サ
ポ
ー
タ

ー
派
遣
支
援
事
業
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
民

間
の
専
門
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
、
道
路
沿
い
両

側
に
侵
入
防
止
柵
を
設
置
す
る
と
効
果
が
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
獣
害
ベ
ル
ト
の
整
備
な
ど
も
活

用
し
て
対
応
す
る
。

問問

問問

答答

問問

問 問

答答

答答

　
　

市
内
の
要
介
護
３
以
上
の
方
は
現
在
ど

れ
ぐ
ら
い
お
ら
れ
る
か
。

　
　

令
和
２
年
９
月
末
日
現
在
で
、
要
介
護

３
以
上
の
方
は
６
５
３
人
。
平
成
29
年
９
月

末
日
と
比
較
し
て
29
人
減
少
し
て
い
て
、
近

隣
市
町
と
比
較
し
て
も
一
番
低
い
状
況
で
あ

る
。

　
　

市
が
把
握
さ
れ
て
い
る
待
機
者
は
各
施

設
ど
れ
ぐ
ら
い
お
ら
れ
る
か
。

　
　

令
和
２
年
４
月
１
日
の
申
込
者
数
で
、

社
す
み
れ
園
が
１
１
０
人
、
伽
の
里
が
45
人
、

フ
ロ
イ
デ
滝
野
が
96
人
、
地
域
密
着
型
フ
ロ

イ
デ
滝
野
が
59
人
、
合
計
で
３
１
０
人
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
死
亡
者
、
転
出
者
、

複
数
の
施
設
に
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な

ど
の
重
複
を
除
く
と
、
実
人
数
は
１
２
２
人

と
な
っ
て
い
る
。
各
施
設
の
待
機
期
間
は
短

く
な
っ
て
お
り
、
概
ね
半
年
か
ら
１
年
以
内

に
入
所
で
き
て
い
る
。

　
　

｢

小
野
長
寿
の
郷｣

構
想
の
よ
う
に
市
で

も
介
護
施
設
を
呼
び
込
む
な
ど
の
対
策
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。 

石
井
雅
彦
議
員

　
　

市
に
お
い
て
も
高
齢
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
、
令
和
７
年
に
は
65
歳
以
上
の
人
口
が

１
万
９
６
４
人
、
高
齢
化
率
27.

4
％
に
な

る
と
推
計
し
て
お
り
、
今
後
認
知
症
高
齢
者

や
要
支
援
・
要
介
護
者
の
増
加
、
独
居
高
齢

者
や
高
齢
者
世
帯
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
が
、

施
設
に
関
し
て
は
近
隣
市
と
比
較
し
て
も
多

い
状
況
で
あ
り
、
今
年
度
末
に
は
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
30
室
の
入
居
も
始
ま

る
な
ど
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
肢
が
多
く

な
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
サ
ン
サ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

参
加
人
数
と
比
較
し
て
達
成
者
数
は
伸
び
て

い
る
の
か
。 

　
　

平
均
参
加
者
数
２
４
０
名
で
、
最
近
５

年
間
の
平
均
で
は
達
成
者
が
33.
6
人
で
参

加
者
の
14
％
の
方
が
目
標
を
達
成
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
３
キ
ロ
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
も

の
の
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
内
に
体
重
が
１
０

０
グ
ラ
ム
で
も
減
少
し
た
方
は
、
５
年
間
の

平
均
で
１
１
７.

４
人
と
約
５
割
と
な
っ
て

お
り
、
年
末
年
始
の
太
り
や
す
い
時
期
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
考
え
る
と
、
か
な
り
良
い
数

字
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

事
業
の
性
格
か
ら
、
達
成
率
が
年
々
上
が

る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
一
定
の
達
成
者
を

毎
年
輩
出
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　

年
間
を
通
し
て
の
取
り
組
み
を
し
て
い

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　

年
末
年
始
に
体
重
増
加
を
繰
り
返
す
状

況
が
数
年
続
く
こ
と
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に

肥
満
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
。
あ

え
て
こ
の
時
期
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で

体
重
増
加
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
る
こ
と
。

望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
定
着
が
図
り
や
す
い

と
の
専
門
家
の
意
見
に
基
づ
い
て
実
施
し
て

い
る
た
め
で
あ
る
。

　
　

ま
ち
ぐ
る
み
総
合
健
診
で
の
健
康
者
の

輩
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

平
成
27
年
度
に
な
る
が
、
男
性
で
は
中

楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　

健
康
ア
プ
リ
導
入
に
向
け
て

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

　

長
谷
川
幹
雄
議
員

性
脂
肪
の
低
下
が
み
ら
れ
、
女
性
で
は
腹
囲

減
少
、
脂
質
改
善
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

指
標
で
あ
る
ヘ
モ
ク
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
の
上
昇

低
下
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　

健
康
ア
プ
リ
導
入
の
考
え
は
。

　
　

サ
ン
サ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
な
ど
の
教

室
参
加
者
を
対
象
と
し
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
活
用
し
た
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
な

る
健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
、
個
人
が
主
体
的

に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
健
康
無

関
心
層
を
含
め
た
幅
広
い
対
象
者
が
参
加
で

き
る
体
制
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

　

実
際
に
活
用
さ
れ
て
い
る
市
町
か
ら
、
活

用
状
況
や
効
果
、
導
入
経
費
と
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
、
新
た
に
加
わ
る
業
務
内
容
な
ど
の

情
報
把
握
を
行
っ
た
う
え
で
、
導
入
の
可
否

を
判
断
す
る
。

問問問 答答

答

問問問 答答答

答 問

水
稲
農
業
施
策
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

社すみれ園

フロイデ滝野 伽（とぎ）の里

一　般　質　問 
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「
加
東
の
未
来
を
担
う
若
い
世
代
の
希

望
実
現
と
親
子
の
絆
づ
く
り
」
の
中
で
「
特

色
あ
る
教
育
作
戦
」
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
は
、
総
合
戦
略

で
目
標
と
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
導
入
を

大
幅
に
前
倒
し
、
９
月
末
に
児
童
生
徒
一
人

1
台
の
整
備
を
完
了
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

市
内
の
学
校
同
士
を
つ
な
い
だ
交
流
学
習
、

ま
た
、
出
席
停
止
と
な
っ
た
生
徒
へ
の
オ
ン

ラ
イ
ン
で
授
業
配
信
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
の
対

応
に
お
い
て
も
活
用
を
広
げ
て
い
る
。

　

英
語
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
全
小
中

学
校
に
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
を
教
え
る
外
国
人

講
師
）
を
配
置
し
て
い
る
。
中
学
校
卒
業
時

に
は
英
語
を
臆
せ
ず
話
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を
目
指
し
、
独
自
の
取

組
を
進
め
て
い
る
。
小
学
校
で
は
、
全
授
業

で
児
童
が
生
き
た
英
語
に
触
れ
る
環
境
を
整

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
姉
妹
都
市
オ
リ
ン
ピ
ア
市
と
の
交

流
を
は
じ
め
、
市
内
の
兵
庫
教
育
大
学
の
留

学
生
や
視
察
団
の
学
校
訪
問
の
受
け
入
れ
な

ど
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

国
際
交
流
を
深
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
今
年

度
か
ら
英
語
検
定IB
A

やG
T
E
C Junior

な
ど
の
民
間
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
児
童
生
徒

の
状
況
把
握
や
授
業
改
善
、
小
中
英
語
教
育

の
円
滑
な
接
続
の
た
め
に
活
用
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
実
践
の
中
で
、
英
語
教

　

廣
畑
貞
一
議
員

　

岸
本
眞
知
子
議
員

育
と
国
際
理
解
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　

部
活
動
に
つ
い
て
は
、
市
立
の
全
中
学
校

に
５
人
の
部
活
動
指
導
員
を
配
置
、
２
人
の

部
活
動
外
部
指
導
者
を
派
遣
し
、
生
徒
へ
の

専
門
的
な
技
術
指
導
を
通
し
て
活
動
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
来
年
度
は
部
活

動
指
導
員
を
８
人
に
増
員
す
る
予
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
教
育
を
支
え
る
手
立
て
と
し
て
、

教
育
活
動
や
児
童
生
徒
支
援
の
充
実
の
た
め

に
積
極
的
な
人
員
配
置
に
努
め
て
い
る
の
も

本
市
の
特
色
で
あ
る
。

　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
を
利
活
用
す
る

考
え
は
あ
る
か
教
育
委
員
会
と
市
一
般
行
政

に
問
う
。 

　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
の
一
つ
に
、「
質

の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」
が
あ
る
。
現
在

地
球
上
で
起
き
て
い
る
様
々
な
社
会
の
問
題

を
私
ご
と
と
し
て
捉
え
、
学
校
な
ら
で
は
の

協
働
的
な
学
び
合
い
や
、
地
域
の
方
々
を
は

じ
め
多
様
な
他
者
と
の
協
働
し
た
探
求
的
な

学
び
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
持
続
可
能

な
社
会
の
創
り
手
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能

力
の
育
成
に
努
め
る
。

　

さ
ら
に
、
加
東
市
職
員
の
全
員
を
対
象
と

し
て
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
研
修
を
開
催
し
、
職
員

全
員
に
趣
旨
を
十
分
に
理
解
さ
せ
た
上
、
検

討
し
て
い
く
。

　
　

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
運
動
や
健
康
診
断
の
受
診
に
対
し

て
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
を
設
け
る
こ
と
で
、
健

康
づ
く
り
に
お
得
で
楽
し
く
無
理
せ
ず
に
取

り
組
め
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
市
の
取

り
組
み
は
。

　
　

加
東
サ
ン
サ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
ま
ち
か

ど
体
操
教
室
等
を
対
象
に
、
紙
の
会
員
証
を

活
用
し
た
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

第
２
次
北
播
磨
広
域
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
の
「
健
幸
」
推
進
事
業
の
取
組
と

し
て
、
加
西
市
が
行
う
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
を

利
用
し
た
「
加
西
健
幸
ア
プ
リ
」
に
多
可
町

が
参
入
し
、
「
加
西
・
多
可
健
幸
ア
プ
リ
」

と
し
て
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ

れ
て
い
る
。
市
と
し
て
の
取
り
組
み
の
見
解

を
。 

　
　

健
幸
ア
プ
リ
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
活

用
状
況
や
効
果
、
導
入
経
費
と
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
、
新
た
に
加
わ
る
業
務
内
容
等
の
情

報
把
握
を
行
い
、
導
入
の
可
否
を
判
断
す
る
。

〇
不
登
校
児
童
生
徒
た
ち
の
健
康
診
断
に
つ

い
て

　
　

不
登
校
の
児
童
生
徒
た
ち
が
持
つ
健
康

上
の
リ
ス
ク
は
、
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
、

学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
る
子
た
ち
と
比
べ

て
高
い
の
で
は
な
い
か
。
健
康
診
断
を
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
　

令
和
元
年
度
、
不
登
校
児
童
生
徒
51
人

の
う
ち
何
ら
か
の
検
診
の
未
受
診
は
10
人
で

あ
る
。
未
受
診
者
に
は
、
学
校
医
の
医
療
機

関
で
の
受
診
を
保
護
者
に
促
す
が
、
学
校
も

検
査
の
予
備
日
を
設
定
し
た
り
、
学
校
に
来

た
と
き
に
保
護
者
の
了
解
を
得
て
、
学
校
医

の
医
療
機
関
に
連
れ
て
行
く
な
ど
、
受
診
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
今
後
、
不
登
校

支
援
と
と
も
に
、
適
切
に
健
康
診
断
を
受
け

る
体
制
を
整
え
、
保
護
者
と
連
携
し
て
、
児

童
生
徒
の
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
に
努
め

る
。

〇
祝
日(

休
日)

の
ご
み
回
収
に
つ
い
て

　
　

週
２
回
の
可
燃
ご
み
の
収
集
が
、
コ
ン

ス
タ
ン
ト
に
収
集
で
き
な
い
日
は
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
も
悲
惨
な
状
態
に
な
っ
て
い
る

現
状
が
あ
る
。
小
野
市
同
様
に
、
祝
日(

休

日)

の
可
燃
ご
み
収
集
は
実
現
で
き
な
い
か
。

　
　

小
野
市
と
加
西
市
で
は
、
月
曜
日
と
木

曜
日
エ
リ
ア
と
、
火
曜
日
と
金
曜
日
エ
リ
ア

に
分
割
し
て
収
集
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
は
、

全
域
で
火
曜
日
と
金
曜
日
に
可
燃
ご
み
を
収

集
し
て
い
る
の
で
、
月
曜
日
の
収
集
が
な
く
、

祝
日
と
の
重
複
回
数
が
限
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
市
内
全
域
で
、
同
一
曜
日
の
収
集
で
、

祝
日
収
集
の
有
無
に
よ
っ
て
、
収
集
頻
度
に

格
差
は
生
じ
な
い
。

問答

問答

問問問 答答

問 答答

　
　

９
月
に
兵
庫
教
育
大
学
と
の
訴
訟
の
結

果
を
受
け
て
上
水
道
の
負
担
金
条
例
を
改
正

し
た
が
、
訴
訟
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
る
か
と
い
う
総
括
が
な
か
っ
た
。 

　
　

市
と
し
て
は
条
例
に
の
っ
と
り
兵
庫
教

育
大
学
に
水
道
料
金
を
請
求
し
た
が
、
理
解

が
得
ら
れ
ず
訴
訟
と
な
っ
た
。
一
審
で
は
市

の
主
張
が
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
二
審
に
お

い
て
は
加
入
分
担
金
に
関
す
る
新
た
な
問
題

が
提
起
さ
れ
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
市
の
主

張
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
最
高
裁
の
上
告
審

不
受
理
の
決
定
に
よ
り
、（
結
果
と
し
て
二

審
（
控
訴
審
）
判
決
の
と
お
り
）
判
決
が
確

定
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
後
誤
解
を

招
か
な
い
よ
う
に
条
例
改
正
を
行
っ
た
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
兵
庫
教
育
大
学
と
は
、
訴

訟
の
結
果
如
何
を
問
わ
ず
協
力
関
係
を
維
持

し
て
い
こ
う
と
話
し
合
い
を
し
て
い
た
。
こ

れ
を
も
っ
て
総
括
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

〇
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て

　
　

加
東
市
で
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
る
国

の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
前
倒
し
で
、

９
月
に
児
童
生
徒
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

パ
ソ
コ
ン
を
配
付
済
み
で
あ
る
。
現
場
で
有

効
活
用
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　

調
べ
学
習
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
ド
リ
ル
、
密

を
避
け
る
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
朝
会
な
ど
に

活
用
し
て
い
る
。
毎
日
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
る
教
員
が
10
％
、
週
に
３
〜
４
回
が
13
％
、

１
〜
２
回
が
26
％
、
月
に
数
回
が
24
％
で
担

当
教
科
や
学
習
内
容
、
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

藤
尾　

潔
議
員

指
導
力
に
よ
り
差
が
生
じ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。
今
後
１
〜
２
年
を
か
け
て
活
用
能

力
の
向
上
を
図
り
た
い
。

〇
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

　
　

９
月
に
質
問
し
た
と
き
は
、
東
条
学
園

に
お
い
て
従
来
の
中
学
校
入
学
式
に
当
た
る

７
年
生
時
点
で
の
入
学
式
を
行
う
か
ど
う
か

等
が
決
ま
っ
て
い
な
い
状
態
だ
っ
た
。
そ
の

後
の
行
事
も
含
め
調
整
は
進
ん
だ
か
。

　
　

６
年
生
の
卒
業
式
に
当
た
る
前
期
課
程

修
了
式
、
ま
た
、
後
期
課
程
へ
進
級
す
る
節

目
と
し
て
の
行
事
は
実
施
す
る
。
運
動
会
は

１
〜
４
年
生
、
５
〜
９
年
生
に
分
け
て
実
施

す
る
。
文
化
発
表
会
は
全
学
年
で
楽
し
め
る

よ
う
な
形
で
東
条
文
化
会
館
コ
ス
ミ
ッ
ク

ホ
ー
ル
を
使
用
し
て
開
催
す
る
予
定
。

　
　

社
・
滝
野
で
は
併
設
型
の
一
貫
校
と
し

て
開
校
す
る
た
め
、「
社
中
学
校
」「
滝
野
中

学
校
」
が
今
後
も
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

小
中
一
貫
校
開
校
時
に
新
た
な
中
学
校
が
で

き
る
と
い
う
認
識
な
の
か
、
今
ま
で
の
学
校

を
引
き
継
ぐ
形
に
な
る
の
か
。

　
　

小
学
校
と
中
学
校
が
組
織
と
し
て
は
継

続
し
て
い
く
が
、
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫

校
と
し
て
、
9
年
間
を
一
つ
と
し
た
教
育
課

程
を
行
う
。

そ
の
他
の
質
問

□
保
育
・
学
童
保
育
の
申
し
込
み
オ
ン
ラ
イ

ン
化
に
つ
い
て

答

問

問答 問

答問答

第
２
次
加
東
市
総
合
戦
略
の

　

「
特
色
あ
る
教
育
作
戦
」と
推
進
体
制
に
つ
い
て

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
つ
い
て

兵
庫
教
育
大
学
と
の
訴
訟
の
総
括
に
つ
い
て

　議会では、令和2年5月15日に、新型コロナウイルス感染症対
策に対応するために「加東市議会新型コロナウイルス感染症対策
連絡協議会」を設置しました。その後、11月24日に災害全般に
対応できるよう「加東市議会災害対策連絡協議会」を設置しまし
た。構成委員は正・副議長、議会運営委員会委員長、各常任委員
会委員長の５名です。今後は、感染症対策に加え、風水災害や地
震災害の緊急時にも対応できる体制になりました。
　この度は、新型コロナウイルス対策についての全議員からの意
見をもとに、災害対策連絡協議会で協議して、取りまとめた以下
の５項目の提案を、12月24日に正・副議長が市長へ提出いたし
ました。

１　新型コロナウイルス感染者やその家族、医療従事者などへの不当な差別を防ぐため、「加
　東市新型コロナウイルス感染症の患者等の人権の擁護に関する条例」（仮称）を制定すること。
２　市民や事業者に対して、水道料金減免の期間延長を検討すること。
３　市民や事業者に対して、電気料金に係る補助金の支給を検討すること。
４　コロナ禍における市内企業への支援として、入札資格を当分の間、加東市所在の企業に限
　定する等の措置を検討すること。
５　新型コロナウイルス感染の早期発見による感染拡大防止のため、ＰＣＲ検査を民間で行っ
　た場合や自宅用ＰＣＲ検査キットを購入した場合、「ＰＣＲ検査費用」の助成を検討すること。

安田市長へ提言書を提出する小川議長、髙瀬副議長

【新型コロナウイルス感染症対策への提言】

議会から市へ コロナ対策の提言

一　般　質　問 
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「
加
東
の
未
来
を
担
う
若
い
世
代
の
希

望
実
現
と
親
子
の
絆
づ
く
り
」
の
中
で
「
特

色
あ
る
教
育
作
戦
」
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
は
、
総
合
戦
略

で
目
標
と
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
導
入
を

大
幅
に
前
倒
し
、
９
月
末
に
児
童
生
徒
一
人

1
台
の
整
備
を
完
了
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

市
内
の
学
校
同
士
を
つ
な
い
だ
交
流
学
習
、

ま
た
、
出
席
停
止
と
な
っ
た
生
徒
へ
の
オ
ン

ラ
イ
ン
で
授
業
配
信
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
の
対

応
に
お
い
て
も
活
用
を
広
げ
て
い
る
。

　

英
語
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
全
小
中

学
校
に
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
を
教
え
る
外
国
人

講
師
）
を
配
置
し
て
い
る
。
中
学
校
卒
業
時

に
は
英
語
を
臆
せ
ず
話
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を
目
指
し
、
独
自
の
取

組
を
進
め
て
い
る
。
小
学
校
で
は
、
全
授
業

で
児
童
が
生
き
た
英
語
に
触
れ
る
環
境
を
整

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
姉
妹
都
市
オ
リ
ン
ピ
ア
市
と
の
交

流
を
は
じ
め
、
市
内
の
兵
庫
教
育
大
学
の
留

学
生
や
視
察
団
の
学
校
訪
問
の
受
け
入
れ
な

ど
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

国
際
交
流
を
深
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
今
年

度
か
ら
英
語
検
定IB

A

やG
T
E
C Junior

な
ど
の
民
間
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
児
童
生
徒

の
状
況
把
握
や
授
業
改
善
、
小
中
英
語
教
育

の
円
滑
な
接
続
の
た
め
に
活
用
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
実
践
の
中
で
、
英
語
教

　

廣
畑
貞
一
議
員

　

岸
本
眞
知
子
議
員

育
と
国
際
理
解
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　

部
活
動
に
つ
い
て
は
、
市
立
の
全
中
学
校

に
５
人
の
部
活
動
指
導
員
を
配
置
、
２
人
の

部
活
動
外
部
指
導
者
を
派
遣
し
、
生
徒
へ
の

専
門
的
な
技
術
指
導
を
通
し
て
活
動
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
来
年
度
は
部
活

動
指
導
員
を
８
人
に
増
員
す
る
予
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
教
育
を
支
え
る
手
立
て
と
し
て
、

教
育
活
動
や
児
童
生
徒
支
援
の
充
実
の
た
め

に
積
極
的
な
人
員
配
置
に
努
め
て
い
る
の
も

本
市
の
特
色
で
あ
る
。

　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
を
利
活
用
す
る

考
え
は
あ
る
か
教
育
委
員
会
と
市
一
般
行
政

に
問
う
。 

　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
の
一
つ
に
、「
質

の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」
が
あ
る
。
現
在

地
球
上
で
起
き
て
い
る
様
々
な
社
会
の
問
題

を
私
ご
と
と
し
て
捉
え
、
学
校
な
ら
で
は
の

協
働
的
な
学
び
合
い
や
、
地
域
の
方
々
を
は

じ
め
多
様
な
他
者
と
の
協
働
し
た
探
求
的
な

学
び
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
持
続
可
能

な
社
会
の
創
り
手
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能

力
の
育
成
に
努
め
る
。

　

さ
ら
に
、
加
東
市
職
員
の
全
員
を
対
象
と

し
て
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
研
修
を
開
催
し
、
職
員

全
員
に
趣
旨
を
十
分
に
理
解
さ
せ
た
上
、
検

討
し
て
い
く
。

　
　

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
運
動
や
健
康
診
断
の
受
診
に
対
し

て
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
を
設
け
る
こ
と
で
、
健

康
づ
く
り
に
お
得
で
楽
し
く
無
理
せ
ず
に
取

り
組
め
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
市
の
取

り
組
み
は
。

　
　

加
東
サ
ン
サ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
ま
ち
か

ど
体
操
教
室
等
を
対
象
に
、
紙
の
会
員
証
を

活
用
し
た
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

第
２
次
北
播
磨
広
域
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
の
「
健
幸
」
推
進
事
業
の
取
組
と

し
て
、
加
西
市
が
行
う
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
を

利
用
し
た
「
加
西
健
幸
ア
プ
リ
」
に
多
可
町

が
参
入
し
、
「
加
西
・
多
可
健
幸
ア
プ
リ
」

と
し
て
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ

れ
て
い
る
。
市
と
し
て
の
取
り
組
み
の
見
解

を
。 

　
　

健
幸
ア
プ
リ
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
活

用
状
況
や
効
果
、
導
入
経
費
と
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
、
新
た
に
加
わ
る
業
務
内
容
等
の
情

報
把
握
を
行
い
、
導
入
の
可
否
を
判
断
す
る
。

〇
不
登
校
児
童
生
徒
た
ち
の
健
康
診
断
に
つ

い
て

　
　

不
登
校
の
児
童
生
徒
た
ち
が
持
つ
健
康

上
の
リ
ス
ク
は
、
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
、

学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
る
子
た
ち
と
比
べ

て
高
い
の
で
は
な
い
か
。
健
康
診
断
を
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
　

令
和
元
年
度
、
不
登
校
児
童
生
徒
51
人

の
う
ち
何
ら
か
の
検
診
の
未
受
診
は
10
人
で

あ
る
。
未
受
診
者
に
は
、
学
校
医
の
医
療
機

関
で
の
受
診
を
保
護
者
に
促
す
が
、
学
校
も

検
査
の
予
備
日
を
設
定
し
た
り
、
学
校
に
来

た
と
き
に
保
護
者
の
了
解
を
得
て
、
学
校
医

の
医
療
機
関
に
連
れ
て
行
く
な
ど
、
受
診
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
今
後
、
不
登
校

支
援
と
と
も
に
、
適
切
に
健
康
診
断
を
受
け

る
体
制
を
整
え
、
保
護
者
と
連
携
し
て
、
児

童
生
徒
の
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
に
努
め

る
。

〇
祝
日(

休
日)

の
ご
み
回
収
に
つ
い
て

　
　

週
２
回
の
可
燃
ご
み
の
収
集
が
、
コ
ン

ス
タ
ン
ト
に
収
集
で
き
な
い
日
は
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
も
悲
惨
な
状
態
に
な
っ
て
い
る

現
状
が
あ
る
。
小
野
市
同
様
に
、
祝
日(

休

日)

の
可
燃
ご
み
収
集
は
実
現
で
き
な
い
か
。

　
　

小
野
市
と
加
西
市
で
は
、
月
曜
日
と
木

曜
日
エ
リ
ア
と
、
火
曜
日
と
金
曜
日
エ
リ
ア

に
分
割
し
て
収
集
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
は
、

全
域
で
火
曜
日
と
金
曜
日
に
可
燃
ご
み
を
収

集
し
て
い
る
の
で
、
月
曜
日
の
収
集
が
な
く
、

祝
日
と
の
重
複
回
数
が
限
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
市
内
全
域
で
、
同
一
曜
日
の
収
集
で
、

祝
日
収
集
の
有
無
に
よ
っ
て
、
収
集
頻
度
に

格
差
は
生
じ
な
い
。

問答

問答

問問問 答答

問 答答

　
　

９
月
に
兵
庫
教
育
大
学
と
の
訴
訟
の
結

果
を
受
け
て
上
水
道
の
負
担
金
条
例
を
改
正

し
た
が
、
訴
訟
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
る
か
と
い
う
総
括
が
な
か
っ
た
。 

　
　

市
と
し
て
は
条
例
に
の
っ
と
り
兵
庫
教

育
大
学
に
水
道
料
金
を
請
求
し
た
が
、
理
解

が
得
ら
れ
ず
訴
訟
と
な
っ
た
。
一
審
で
は
市

の
主
張
が
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
二
審
に
お

い
て
は
加
入
分
担
金
に
関
す
る
新
た
な
問
題

が
提
起
さ
れ
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
市
の
主

張
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
最
高
裁
の
上
告
審

不
受
理
の
決
定
に
よ
り
、（
結
果
と
し
て
二

審
（
控
訴
審
）
判
決
の
と
お
り
）
判
決
が
確

定
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
後
誤
解
を

招
か
な
い
よ
う
に
条
例
改
正
を
行
っ
た
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
兵
庫
教
育
大
学
と
は
、
訴

訟
の
結
果
如
何
を
問
わ
ず
協
力
関
係
を
維
持

し
て
い
こ
う
と
話
し
合
い
を
し
て
い
た
。
こ

れ
を
も
っ
て
総
括
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

〇
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て

　
　

加
東
市
で
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
る
国

の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
前
倒
し
で
、

９
月
に
児
童
生
徒
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

パ
ソ
コ
ン
を
配
付
済
み
で
あ
る
。
現
場
で
有

効
活
用
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　

調
べ
学
習
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
ド
リ
ル
、
密

を
避
け
る
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
朝
会
な
ど
に

活
用
し
て
い
る
。
毎
日
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
る
教
員
が
10
％
、
週
に
３
〜
４
回
が
13
％
、

１
〜
２
回
が
26
％
、
月
に
数
回
が
24
％
で
担

当
教
科
や
学
習
内
容
、
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

藤
尾　

潔
議
員

指
導
力
に
よ
り
差
が
生
じ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。
今
後
１
〜
２
年
を
か
け
て
活
用
能

力
の
向
上
を
図
り
た
い
。

〇
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

　
　

９
月
に
質
問
し
た
と
き
は
、
東
条
学
園

に
お
い
て
従
来
の
中
学
校
入
学
式
に
当
た
る

７
年
生
時
点
で
の
入
学
式
を
行
う
か
ど
う
か

等
が
決
ま
っ
て
い
な
い
状
態
だ
っ
た
。
そ
の

後
の
行
事
も
含
め
調
整
は
進
ん
だ
か
。

　
　

６
年
生
の
卒
業
式
に
当
た
る
前
期
課
程

修
了
式
、
ま
た
、
後
期
課
程
へ
進
級
す
る
節

目
と
し
て
の
行
事
は
実
施
す
る
。
運
動
会
は

１
〜
４
年
生
、
５
〜
９
年
生
に
分
け
て
実
施

す
る
。
文
化
発
表
会
は
全
学
年
で
楽
し
め
る

よ
う
な
形
で
東
条
文
化
会
館
コ
ス
ミ
ッ
ク

ホ
ー
ル
を
使
用
し
て
開
催
す
る
予
定
。

　
　

社
・
滝
野
で
は
併
設
型
の
一
貫
校
と
し

て
開
校
す
る
た
め
、「
社
中
学
校
」「
滝
野
中

学
校
」
が
今
後
も
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

小
中
一
貫
校
開
校
時
に
新
た
な
中
学
校
が
で

き
る
と
い
う
認
識
な
の
か
、
今
ま
で
の
学
校

を
引
き
継
ぐ
形
に
な
る
の
か
。

　
　

小
学
校
と
中
学
校
が
組
織
と
し
て
は
継

続
し
て
い
く
が
、
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫

校
と
し
て
、
9
年
間
を
一
つ
と
し
た
教
育
課

程
を
行
う
。

そ
の
他
の
質
問

□
保
育
・
学
童
保
育
の
申
し
込
み
オ
ン
ラ
イ

ン
化
に
つ
い
て

答

問

問答 問

答問答

第
２
次
加
東
市
総
合
戦
略
の

　

「
特
色
あ
る
教
育
作
戦
」と
推
進
体
制
に
つ
い
て

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
つ
い
て

兵
庫
教
育
大
学
と
の
訴
訟
の
総
括
に
つ
い
て

　議会では、令和2年5月15日に、新型コロナウイルス感染症対
策に対応するために「加東市議会新型コロナウイルス感染症対策
連絡協議会」を設置しました。その後、11月24日に災害全般に
対応できるよう「加東市議会災害対策連絡協議会」を設置しまし
た。構成委員は正・副議長、議会運営委員会委員長、各常任委員
会委員長の５名です。今後は、感染症対策に加え、風水災害や地
震災害の緊急時にも対応できる体制になりました。
　この度は、新型コロナウイルス対策についての全議員からの意
見をもとに、災害対策連絡協議会で協議して、取りまとめた以下
の５項目の提案を、12月24日に正・副議長が市長へ提出いたし
ました。

１　新型コロナウイルス感染者やその家族、医療従事者などへの不当な差別を防ぐため、「加
　東市新型コロナウイルス感染症の患者等の人権の擁護に関する条例」（仮称）を制定すること。
２　市民や事業者に対して、水道料金減免の期間延長を検討すること。
３　市民や事業者に対して、電気料金に係る補助金の支給を検討すること。
４　コロナ禍における市内企業への支援として、入札資格を当分の間、加東市所在の企業に限
　定する等の措置を検討すること。
５　新型コロナウイルス感染の早期発見による感染拡大防止のため、ＰＣＲ検査を民間で行っ
　た場合や自宅用ＰＣＲ検査キットを購入した場合、「ＰＣＲ検査費用」の助成を検討すること。

安田市長へ提言書を提出する小川議長、髙瀬副議長

【新型コロナウイルス感染症対策への提言】

議会から市へ コロナ対策の提言

一　般　質　問 
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11
月
に
議
会
内
で
役
職
の

改
選
が
あ
り
、
今
年
１
年
間

新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
議
会
広
報

に
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
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2月臨時会・3月定例会 KCVにて生放送、録画放送を行います　ぜひご覧ください

2月8日臨時会があります

マ は…「子育て支援」」」」
しろこどものいえで
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福田地区に自主運行バス導入で
市内□箇所になります。

に入る数字は？□ク イ ズ

応募方法
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加
東
市
社
50

加
東
市
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　

Ｑ
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Ａ
係

6 はがきに、
①クイズの答え
②市議会だよりや、
　市議会へのご意見
③住所・氏名
①②③をお書きの上、
応募先までお送り
ください。

２月１９日必着

３月定例会
の予定

上記の日程は変更になる場合があります。
最新情報は、ホームページでご確認ください。
　　　　　　ホームページはこちらから

日 月 火 水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

２人のお子さんと来館中のママ

30代女性

30代女性

お孫さんと遊びの広場に参加中

30代女性

30代女性

30代男性/20代女性

加東市の児童館は、
子どもが喜ぶ催しが多く、
スタッフの方も、子どもを
気にかけてくれたり、気軽に
声をかけてもらえて、
子育てを助けてもらって

います。

男性が子育ての知識を
つける機会が必要だと思います。
二人三脚で子育てをしていくに
は、ママと同等のスキルが
求められるのでは？

子どもと
一緒に行ける
お店が
少ない。

医療費
など子育て
支援を近隣市
で統一して
ほしい。

社協さんで
登録できる

個人ボランティア
で助け合っては？
ボランティア

センターのサポート
をする位置づけで、
新しい情報も
支援のヒント
になるかも。

赤ちゃんから大人まで、
各年齢別に使える施設があると

いいな！

待機
児童が多い
イメージです。
希望する園
に入れない
子が多い
のでは？

遊ぶ場所
が充実して
いる。子育て
支援には満足
しています。

子ども
が具合悪く
なったときに、
夜間救急や休日
救急の受け入れが
遠くで困り
ました。

1
９時３０分
定例会
（初日）

2
９時３０分
総務文教
常任委員会

3
９時３０分
産業厚生
常任委員会

4

委員会
予備日

5

8 9 10 11
９時３０分
予算特別
委員会

12
９時３０分
予算特別
委員会

15
９時３０分
予算特別
委員会

16 17
９時３０分
定例会
（一般質問）

18
９時３０分
定例会
（一般質問）

19

22 23 24
９時３０分
定例会
（最終日）

25 26

29 ３０ 31

～幻想的な自然の絶景～～幻想的な自然の絶景～
播磨平野の街並みが今まさに雲海に包まれる
前日との寒暖差が大きいときに発生しやすい雲海
加東市の雲海スポットにぜひ一度お出掛けください
【五峰山光明寺駐車場から撮影】

播磨平野の街並みが今まさに雲海に包まれる
前日との寒暖差が大きいときに発生しやすい雲海
加東市の雲海スポットにぜひ一度お出掛けください
【五峰山光明寺駐車場から撮影】

　市民の皆様から、かとう市議会だよりへのご意見を
聴かせていただくためクイズ＆アンケートを行います。
　クイズに正解し、かつ、ご意見を書いていただい
た方から抽選で5名様に、加東市カード会加盟店で
使える１,０００円分の商品券を差し上げますので、
奮ってご応募ください。なお、当選者の発表は商品
券の発送をもってかえさせていただきます。 
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